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今週のキーワード

宇宙製造競争
米中印が加速、日本企業は機会を掴めるか

31
件

記事数

6
カ国

対象国

1,000
回/年

米打ち上げ目標

500
倍

宇宙AI高速化

今週の全31記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 微小重力結晶化 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
微小重力下の結晶化が医薬品・半導体などの高付加価
値材料生産を革新する可能性と課題を詳述。

#02 米宇宙輸送政策 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
トランプ大統領が2030年までに年間1,000回以上の宇
宙打ち上げ・再突入を支援する政策に署名。

#03 耐放射線eGaN FET 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
EPC Spaceが次世代宇宙コンピューティング向けに1
Mrad超耐放射線性の新型eGaN FETを発売。

#04 宇宙半導体製造提言 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
米国が国内と宇宙ベースの半導体製造を両輪で推進し
、宇宙生産が地球上を凌駕する可能性を提言。

#05 軌道上AIデータC 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
Googleが2027年に衛星学習ミッションを開始し、AI
データセンターの軌道上移行を加速。

#06 印、成層圏製薬実証 製品紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
インドSerendipity Spaceが成層圏で医薬品結晶を製
造する「Alchemy」システムの実証に成功。

#07 NASAロボットアーム 技術紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

NASAのSSPICYミッションが革新的な多関節ロボット
アームと推進技術を実証し、宇宙での自律サービスを
向上。

#08 ISSアクセラレータ 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
ISS米国国立研究所が「Orbital Edge Accelerator」
にEUVフォトマスク開発など8社を選定。

#09 RTGの重要性 解説記事
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○
DOEがニューホライズンズを支える宇宙用放射性同位
体電力システム（RTG）の重要性を強調。

#10 ISS脳オルガノイド 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
ISSでの脳オルガノイド研究が神経疾患モデル迅速生
成とラミブジン治験成功で新治療法開発に前進。

#11 微小重力創薬提携 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
Space Cargo UnlimitedとTranscell Biologicsが微小
重力下での創薬・ワクチン開発で提携。

#12 ISS金属ガラス研究 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
ザールラント大学がISSで金属ガラス合金の特性を高
温浮遊液滴で遠隔研究する初のミッションを開始。

#13 印、自律製薬実証 製品紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

インドSerendipity Spaceが軌道級衛星プロトタイプ
で自律型製薬工場「Alchemy」の薬物結晶化プロセス
を実証。

#14 薬物結晶化の課題 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
微小重力下の薬物結晶化は治療効果向上に期待される
が、費用対効果に課題。

#15 月面RHU実証 技術紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

Firefly AerospaceがBlue GhostミッションにZeno P
owerのRHUを搭載し、月の極寒の夜を乗り切る技術
を実証。

#16 軌道上ラマン分光 技術紹介
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
SETI InstituteがNASA NIAC支援で軌道上ラマン分光
法を開発、宇宙資源の遠隔探査を加速。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#17 Space Forge米国進出 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
英国Space ForgeがテキサスA&M;大学と提携し、半
導体材料の地上製造・加工拠点を確立。

#18 宇宙用原子時計 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Microchip Technologyが耐放射線性に優れた宇宙用
チップスケール原子時計「Space
CSAC-SA65」を発表。

#19 中国再使用ロケット 技術紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
中国LandSpaceがステンレス鋼製「朱雀三号」ロケッ
ト第1段ブースターの着陸回収に成功。

#20 軌道上製造加速 市場概観
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
軌道上での半導体・医薬品製造が加速し、米国で税制
優遇議論、中国も「天宮」で推進。

#21 印、準宇宙製薬試験 製品紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
インドSerendipity Spaceが準宇宙空間での自律型医
薬品製造システム「Alchemy」の試験飛行に成功。

#22 米宇宙軍Flatellites 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
米宇宙軍がRocket Labに3.97億ドル契約を授与し、
「Flatellites」開発で空中脅威追跡能力を強化。

#23 中国商業宇宙成長 市場概観
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
中国の商業宇宙産業が急成長し、2025年に打ち上げ
回数50回を達成、国家戦略の中核に。

#24 月面インフラモデル 技術紹介
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
Lunar Station CorpがNASAデータを統合し商業月面
インフラをモデル化、アルテミス計画を支援。

#25 宇宙データNW構築 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

米宇宙軍がAmazon LEOなど5社と契約し、レジリエ
ントな「宇宙データネットワーク（SDN）」構築を加
速。

#26 ESA月極地氷探査 企業戦略
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●

ESAがIspace-Europeの月極地氷探査ローバーミッシ
ョンに6,500万ユーロを拠出、水氷とヘリウム3採掘
を目指す。

#27 耐放射線eGaN FET 新製品
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

EPC Spaceが宇宙コンピューティング向けに1Mrad超
耐放射線性の新型eGaN
FETsを発表、AI/HPCの電力密度向上に貢献。

#28 中国衛星IoT開放 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
中国がGeely傘下のGeespaceに衛星IoT商用試験許可
を付与し、民間宇宙通信市場を本格開放。

#29
NASA高性能AIプロセ
ッサ

技術紹介
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
NASAのHPSCプロセッサがJPL試験で現行チップの50
0倍高速性能を達成、宇宙AIの未来を拓く。

#30 レゴリス農地化 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

科学者が火星・月のレゴリスを農地に転換する菌類利
用の可能性を提示、現地資源利用で長期宇宙居住を支
援。

#31 中国嫦娥七号準備 技術紹介
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
中国の嫦娥七号月探査機が文昌発射場へ移動、月面南
極での水氷探査と飛行ロボット試験へ準備万端。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 宇宙での高付加価値材料製造は、自社の設計前提を根本から変えるか？
微小重力下での半導体や医薬品の製造は、地球上では不可能な品質や特性を持つ材料を生み出す可能性が示されています
。NASAのHPSCプロセッサは現行比500倍高速、EPC Spaceは1Mrad超耐放射線GaN
FETを発売。貴社の製品設計や材料調達戦略に、これらの「宇宙産」材料を組み込む計画はありますか？

❷ 米中印の宇宙産業政策と技術進展は、日本のサプライチェーンにどのような影響を与えるか？
米国は年間1,000回以上の打ち上げ目標を掲げ、中国は商業宇宙打ち上げが2025年に50回に達し、再使用ロケットも成功
。インドも宇宙製薬で先行。これらの国の積極的な宇宙開発競争は、打ち上げコスト、部品調達、市場アクセスにおいて
、日本の製造業に新たな機会と脅威をもたらすでしょう。貴社の事業戦略は、これらの国際動向を織り込んでいますか？

❸ 月面開発と宇宙資源利用の加速は、貴社の新規事業創出の機会となるか？
ESAがIspace-Europeの月極地氷探査に6,500万ユーロを拠出し、中国も月面飛行ロボットで水氷探査へ。月面基地建設
に向けたインフラモデリングや、レゴリスの農地化研究も進んでいます。月面での長期滞在や資源利用が現実味を帯びる
中、貴社の材料、部品、技術がこの新たなフロンティアでどのように貢献できるか、具体的な検討は進んでいますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

打ち上げ競争宇宙AI半導体
宇宙用部品

宇宙製造

軌道上AI/NW

月面/ISRU宇宙ロボット

深宇宙電源

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 打ち上げ競争 注意 宇宙アクセス低コスト化 打ち上げ市場の競争激化

● 宇宙AI半導体 機会大 高性能部品の需要増 欧米中が先行

● 宇宙用部品 機会大 高信頼性部品の需要 技術標準化の遅れ

● 宇宙製造 注意 高品質材料・新薬開発 新規参入、技術競争激化

● 軌道上AI/NW 注意 新規サービス、データ活用 巨大テック企業の寡占化

● 月面/ISRU 機会大 月面開発、資源利用 開発コスト、技術難易度

● 宇宙ロボット 機会大 軌道上サービス市場 技術開発の遅れ
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● 深宇宙電源 参考 安定電源の需要 供給制約、ニッチ市場
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深掘り ① ― NASA、宇宙AIプロセッサで500倍高速化
#29 | 2026/08/14 | Space Daily | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

NASAの高性能宇宙飛行コンピューティング（HPSC）プロセッサが、ジェット推進研究所（JPL）の試験で、現行の宇
宙飛行用耐放射線性チップと比較して500倍の高速処理性能を実証しました。Microchip Technologyとの共同設計によ
るこの掌サイズのプロセッサは、大幅な性能向上と優れた耐故障性・エラー訂正機能を兼ね備えています。

この画期的な進展は、将来の宇宙船がAIを活用して自律的な意思決定を行い、地球との長距離通信への依存度を大幅に
低減する可能性を拓きます。深宇宙ミッションや月面・火星探査の自律性向上に貢献し、宇宙AIと自律システムの進化
に大きな弾みをつけるでしょう。

▶ 技術者の視点

提示された「500倍高速」という数値は、耐放射線性を維持しつつ達成されたものとして非常に画期的
です。ただし、消費電力、発熱、量産性、コストなどの詳細データが不足しており、実用化に向けた課
題は山積しています。特に、宇宙環境での長期信頼性確保と、AIアルゴリズムを効率的に実行するため
のソフトウェア最適化が未解決課題です。 【機会】日本の半導体材料メーカーは、耐放射線性向上に寄
与する新素材開発や、高放熱パッケージング技術で貢献できる可能性があります。また、宇宙AI市場へ
の参入を目指す企業にとっては、この高性能プロセッサを搭載したシステム開発の機会が生まれます。
【脅威】米国が宇宙AIプロセッサで先行することで、日本の宇宙システム開発が米国技術に依存する可
能性が高まります。また、高性能化に伴うデータ処理量の増大は、日本の通信インフラやデータ解析技
術への新たな要求を生み出します。

深掘り ② ― 米、年間1,000回打ち上げ目標で宇宙輸送政策を強化
#02 | 2026/08/20 | The White House | 技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

トランプ大統領は、2030年までに年間1,000回以上の宇宙打ち上げ・再突入を支援する国家宇宙輸送政策に署名しまし
た。この政策は、商業宇宙輸送サービスの促進と月・火星への商業輸送の実現に向け、NASAに具体的な指示を与える
ものです。

新しい宇宙内製造および輸送能力が、高価値材料や医薬品の発見・開発を可能にし、米国の技術的優位性を強化すると
強調しています。この大胆な目標は、宇宙経済の急速な拡大と、関連する技術革新を後押しするものとして注目されま
す。

▶ 技術者の視点

年間1,000回以上の打ち上げという目標は、現在の打ち上げ数を大幅に上回る非常に野心的な数値です
。これが実現すれば、宇宙経済は劇的に拡大するでしょう。しかし、これほどの頻度での打ち上げを支
えるインフラ（射場、管制システム）や、宇宙交通管理、そして深刻化する宇宙デブリ問題への対応が
未解決課題として残ります。 【機会】日本の材料・部品メーカーにとっては、打ち上げ需要の増加に伴
うロケット部品、衛星コンポーネント、地上設備などの供給機会が拡大します。また、宇宙空間での製
造・サービス需要も高まるため、関連技術を持つ企業には新たな市場参入のチャンスです。 【脅威】打
ち上げコスト競争がさらに激化し、日本の打ち上げサービスプロバイダーや関連企業が価格競争に巻き
込まれる可能性があります。また、米国の宇宙産業の優位性が一層強化され、国際的なサプライチェー
ンにおける日本の立ち位置が問われることになります。
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深掘り ③ ― ESA、Ispace-Europeの月極地氷探査に約100億円拠出
#26 | 2026/08/20 | Spacetech (Facebook経由) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

欧州宇宙機関（ESA）は、ルクセンブルクを拠点とするIspace-Europeの月極地氷探査ローバーミッションに6,500万
ユーロ（約100億円）を拠出しました。このミッションは、月の南極地域に豊富に存在するとされる水氷と、将来的な
エネルギー源として期待されるヘリウム3の持続可能な抽出技術を確立することを目的としています。

Ispaceは、2025年初頭のHakuto-Rミッション2を通じて、月面物質収集のためのアップグレードされた技術を試験し
、JAXAとの協力関係も強化しながら、月への貨物輸送の基盤構築を進めています。これは、月面資源利用の商業化に向
けた重要な一歩となります。

▶ 技術者の視点

6,500万ユーロという大規模な投資は、月面資源利用への国際的な関心の高まりを示しています。水氷
とヘリウム3の採掘は長期的な視点での取り組みですが、その実現は宇宙経済を大きく変革するでしょ
う。未解決課題としては、月面での採掘・精製技術の確立、極低温・高放射線環境下での長期運用耐久
性、そして地球への輸送コストと商業的採算性の確保が挙げられます。 【機会】Ispaceは日本の企業で
あり、このミッションは日本の宇宙産業にとって大きな機会です。日本の材料・部品メーカーは、月面
環境対応の素材（耐熱・耐寒、耐放射線）、ロボット部品、ISRU関連技術（採掘、精製、貯蔵）で貢献
できる可能性があります。Ispaceとの連携強化は必須です。 【脅威】欧米中が月面資源利用で先行し、
日本が技術的・商業的に遅れをとる可能性があります。また、月面資源の所有権や利用に関する国際的
なルール形成において、日本の発言力が低下するリスクも考慮すべきです。

その他の注目記事
EPC Space、耐放射線eGaN FETを発売 (Semiconductor Today)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○

宇宙コンピューティング向けに1Mrad超耐放射線性のGaN
FETが登場。宇宙機器の小型化、高効率化、長寿命化に貢献する重要部品。

NASAのSSPICYミッション、多関節ロボットアームを実証 (NASA)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

宇宙での自律サービスとオンデマンド製造能力を飛躍的に向上させる多関節ロボットアームと推進技術の実証に成功。

SETI Institute、軌道上ラマン分光法で宇宙資源探査 (EurekAlert!)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

月、小惑星、フォボスから水や鉱物を遠隔探査する革新的な技術。将来の現地資源利用（ISRU）を加速する基盤技術。

中国、嫦娥七号で月面飛行ロボット試験へ (CGTN Europe (Facebook))
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

月面南極での水氷探査と、永久影クレーターで飛び跳ねる飛行ロボットの試験は、ISRU技術の実現可能性を高める。

Google、2027年に軌道上AIデータセンターミッション開始 (Space Daily)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

AIデータセンターの電力・冷却課題を解決するため、軌道上への移行を加速。持続可能なAIインフラの実現に向けた画
期的なアプローチ。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】NASA
HPSCプロセッサの技術詳細を調査し、自社の半導体材料・パッケージング技術との関連性を評価する。

• 【経営企画】米国の宇宙輸送政策（年間1,000回打ち上げ目標）が自社のサプライチェーンに与える影響につい
て、緊急度と機会・脅威を分析する。

• 【調達】宇宙グレード部品（耐放射線性半導体、精密タイミングデバイスなど）のサプライヤー動向を再確認し
、代替調達先の可能性を検討する。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】微小重力下での材料製造（半導体結晶、医薬品結晶）に関する最新研究動向を深掘りし、自社技術と
のシナジーを検討する。

• 【半導体PKG】宇宙用GaN FETや原子時計など、耐放射線性・小型化・低消費電力化が求められる部品のパッ
ケージング技術ロードマップを見直す。

• 【経営企画】中国の商業宇宙産業の成長と再使用ロケット技術の進展が、日本の宇宙関連市場に与える競争圧力
を分析し、対応策を検討する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】月面・深宇宙探査における現地資源利用（ISRU）技術（水氷採掘、レゴリス利用、宇宙農業など）へ
の参入可能性を検討し、基礎研究テーマを設定する。

• 【経営企画】Ispace-Europeの月極地氷探査ミッションなど、日本企業が関与する国際的な月面開発プロジェク
トへの協業機会を模索する。

• 【EV設計】軌道上AIデータセンターや衛星IoTの進展が、将来のコネクテッドカーや自動運転技術に与える影響
を評価し、衛星通信技術の活用戦略を検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-22
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収録記事一覧

#01 微小重力下の結晶化が宇宙内製造における高付加価値材料生産の道を開く可能性、課題と進むべ
き方向性を詳述

#02 米国トランプ大統領、2030年までに年間1,000回以上の宇宙打ち上げ・再突入を支援する国家宇

宙輸送政策に署名

#03 EPC Spaceが次世代宇宙コンピューティング向けに総電離線量1Mrad超の耐放射線性15V、
25V、40V eGaN FETを発売

#04 米国、国内と宇宙ベースの半導体製造を両輪で推進し、宇宙生産が地球上を凌駕する性能を実現
する可能性を提言

#05 AIデータセンター、地上電力消費の課題を解決するため軌道上への移行を加速：Googleは2027

年に衛星学習ミッションを開始へ

#06 インドSerendipity Space、医薬品結晶を成層圏で製造する「Alchemy」システムの実証に成功
し創薬革命を加速

#07 NASAのSSPICYミッションが革新的な多関節ロボットアームと推進技術を実証、宇宙での自律サ
ービスとオンデマンド製造能力を飛躍的に向上

#08 ISS米国国立研究所、極端紫外線フォトマスク開発Astrileuxなど8社を「Orbital Edge
Accelerator」に選定、微小重力下製造を加速

#09 DOE、ニューホライズンズを支える宇宙用放射性同位体電力システム（RTG）が深宇宙探査の持
続的電源として極めて重要であることを強調

#10 ISS脳オルガノイド研究、微小重力下での神経疾患モデル迅速生成とラミブジン治験成功で新治

療法開発に大きく前進

#11 Space Cargo UnlimitedとTranscell Biologicsが戦略的提携、微小重力下での創薬・ワクチン開
発革新と高精度な生体データ取得を目指す

#12 ザールラント大学、ISSで金属ガラス合金の特性を高温浮遊液滴で遠隔研究する初のミッション
を開始、新素材開発へ貢献

#13 インドSerendipity Space、軌道級衛星プロトタイプで自律型製薬工場「Alchemy」の薬物結晶

化プロセスを成功裏に実証

#14 微小重力下の薬物結晶化が地球上では不可能な形態・粒子サイズ分布を実現、治療効果・保存期
間向上に期待されるが費用対効果に課題

#15 Firefly Aerospace、Blue GhostミッションにZeno PowerのRHUを搭載し、月の極寒の夜を乗
り切る放射性同位体技術を実証

#16 SETI Institute、NASA NIAC支援で軌道上ラマン分光法を開発、月、小惑星、フォボスから水や
鉱物を遠隔探査し宇宙資源利用を加速



#17 英国Space Forge、米国進出の第一歩としてテキサスA&M大学システムと提携、半導体材料の地
上製造・加工拠点を確立

#18 Microchip Technology、耐放射線性に優れた宇宙用チップスケール原子時計「Space CSAC-

SA65」を発表し、小型衛星の精密タイミングを革新

#19 中国LandSpace、ステンレス鋼製「朱雀三号」ロケット第1段ブースターの着陸回収に成功し、
再使用型ロケット技術でSpaceXに続く

#20 軌道上での半導体・医薬品製造が加速：米国で税制優遇議論、中国も「天宮」で微小重力利用推
進

#21 インドのSerendipity Space、準宇宙空間での自律型医薬品製造システム「Alchemy」の試験飛
行に成功

#22 米宇宙軍、Rocket Labに3.97億ドルの「Flatellites」開発契約を授与、空中脅威追跡能力を強化

#23 中国、商業宇宙産業が急成長：2025年に打ち上げ回数50回を達成し、第15次5カ年計画で国家
戦略の中核に

#24 Lunar Station Corp、NASAデータを統合し商業月面インフラをモデル化、NASAアルテミス計

画の月面基地建設を支援

#25 米宇宙軍、Amazon LEO、Lockheed Martinなど5社と1,200万ドル契約を締結し、レジリエン
トな「宇宙データネットワーク（SDN）」の構築を加速

#26 ESA、Ispace-Europeの月極地氷探査ローバーミッションに6,500万ユーロを拠出、水氷とヘリ
ウム3の持続可能な採掘を目指す

#27 EPC Space、宇宙コンピューティング向けに1Mrad超耐放射線性の新型eGaN FETs
（15V/25V/40V）を発表、AI/HPCの電力密度向上に貢献

#28 中国、Geely傘下のGeespaceに衛星IoT商用試験許可を付与、民間宇宙通信市場を本格開放

#29 NASAの高性能宇宙飛行コンピューティング（HPSC）プロセッサ、JPL試験で現行チップの500
倍高速性能を達成、宇宙AIの未来を拓く

#30 科学者、火星・月のレゴリスを農地に転換する菌類利用の可能性を提示、現地資源利用で長期宇
宙居住を支援

#31 中国、嫦娥七号月探査機と長征五号Y14ロケットが文昌発射場へ移動、月面南極での水氷探査と
飛行ロボット試験へ準備万端



#01 微小重力下の結晶化が宇宙内製造における高付加価値
材料生産の道を開く可能性、課題と進むべき方向性を詳述

概要

微小重力環境での結晶化技術が、構造研究から低地球軌道および将来の宇宙内製造へ
の応用へとその重要性を拡大していることが、最新のレビューで強調されました。こ
の技術は、地球上では困難な高品質な単結晶やバルク結晶の生成を可能にし、医薬品

や半導体などの高価値材料の生産に革命をもたらす潜在力を持っています。しかし、
スケーラビリティとプロセスの制御には依然として課題があり、効率的な宇宙内製造
プロセスを確立するための具体的な研究開発が求められています。この進展は、宇宙

産業における新たな製造フロンティアを開拓し、地球上の産業にも波及効果をもたら
すと期待されます。

公開日 2026年08月18日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

微小重力環境における結晶化技術は、これまで主に構造研究のための高品質な単結晶育
成に用いられてきましたが、近年その応用範囲が大きく拡大し、低地球軌道（LEO）お
よび将来の宇宙内製造（ISM）における高付加価値材料生産の可能性が注目されていま
す。最新のレビュー論文では、この分野の進展状況、技術的課題、そして今後の方向性
が詳細に分析されており、医薬品、半導体、高性能合金などの製造における革命的な変
化が期待されています。

技術・臨床詳細

微小重力下での結晶化は、地球上の重力の影響による対流や沈降を排除できるため、よ
り均一で欠陥の少ない結晶構造を持つ材料を生成するユニークな利点があります。これ
により、医薬品では溶解性や安定性が向上した新薬、半導体ではより高性能な電子デバ
イス、航空宇宙産業では耐久性の高い新素材の開発が可能になります。レビューでは、
材料の種類に応じた最適な結晶化レジーム（単結晶またはバルク結晶）、および結晶化
動力学を詳細に調査するための実験的手法が紹介されています。これには、様々な温度
勾配や圧力条件下での結晶成長シミュレーション、および実際の宇宙環境での微小重力
炉を用いた実験が含まれます。

背景・業界文脈

宇宙産業は、従来の政府主導の探査から商業化へと大きくシフトしており、軌道上での
製造（In-Space Manufacturing: ISM）はその重要な柱の一つです。高価値な材料を宇宙
で生産し、それを地球に持ち帰る、あるいは宇宙空間で利用するというビジネスモデル
は、新たな市場機会を創出しつつあります。特に、地球上では製造が困難な超高純度材
料や新機能性材料の需要は高く、微小重力結晶化はそのニーズに応える中核技術として
位置づけられています。これまでにも、国際宇宙ステーション（ISS）での実験を通じ
て、特定のタンパク質結晶やゼオライト結晶の品質が地球上のものより優れていること
が示されており、技術的な実現可能性は確認されています。



今後の展望

今後の主要な課題は、微小重力結晶化プロセスを研究段階からスケーラブルで制御可能
な製造プロセスへと発展させることです。これには、大規模生産に対応するための自動
化技術、結晶成長をリアルタイムで監視・制御するシステム、そして宇宙空間での製造
コストを削減するための効率的なエネルギー利用とリサイクル技術の開発が不可欠で
す。また、宇宙製造された製品の品質評価基準の確立や、地球への輸送・利用に関する
規制枠組みの整備も重要な課題となります。これらの課題を克服することで、宇宙は高
付加価値材料の「新しい工場」となり、地球上の産業に新たな革新と競争力をもたらす
でしょう。この技術は、宇宙探査の持続可能性を高めるだけでなく、地球上の医療、エ
レクトロニクス、エネルギー分野にも画期的なソリューションを提供する可能性を秘め
ています。

元記事: https://pubs.acs.org/cgdefu/article/doi/10.1021/acs.cgd.6c00807/5266269/Crystallization-for-

Manufacturing-in-Microgravity?searchresult=1

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/cgdefu/article/doi/10.1021/acs.cgd.6c00807/5266269/Crystallization-for-Manufacturing-in-Microgravity?searchresult=1
https://pubs.acs.org/cgdefu/article/doi/10.1021/acs.cgd.6c00807/5266269/Crystallization-for-Manufacturing-in-Microgravity?searchresult=1


#02 米国トランプ大統領、2030年までに年間1,000回以上
の宇宙打ち上げ・再突入を支援する国家宇宙輸送政策に署
名

概要

トランプ大統領は、2030年までに年間1,000回以上の宇宙打ち上げと再突入を支援する

国家宇宙輸送政策を承認しました。この覚書は、商業宇宙輸送サービスの促進と月・
火星への商業輸送の実現に向け、NASAに具体的な指示を与えるものです。政策は、新
しい宇宙内製造および輸送能力が、高価値材料や医薬品の発見・開発を可能にし、米

国の技術的優位性を強化すると強調しています。この大胆な目標は、宇宙経済の急速
な拡大と、関連する技術革新を後押しするものとして注目されます。

公開日 2026年08月20日  The White House  アメリカ



詳細

主要成果

トランプ大統領は、2030年までに年間1,000回以上の宇宙打ち上げと再突入を支援する
ことを目的とした画期的な国家宇宙輸送政策に署名しました。この政策は、商業宇宙輸
送サービスの急速な拡大を促し、月や火星への商業輸送を容易にするための明確な方向
性をNASAに指示するものです。これにより、米国の宇宙産業は「宇宙輸送の黄金時
代」へと突入すると見込まれています。

技術・政策詳細

この政策覚書は、商業宇宙輸送における官民パートナーシップを強化し、規制の合理化
を通じてイノベーションを促進することを重視しています。具体的には、打ち上げおよ
び再突入の許可プロセスを迅速化し、商業企業がより容易に宇宙にアクセスできるよう
にすることを目標としています。また、NASAに対しては、月や火星への物資および人
員の商業輸送能力の開発を積極的に支援するよう指示が出されています。これには、再
利用可能なロケット技術や、燃料補給、軌道上組立といった宇宙内運用能力の向上も含
まれます。政策では、宇宙内製造（In-Space Manufacturing: ISM）および輸送能力の進
化が、地球上では不可能な高価値材料や医薬品の発見・開発を可能にし、米国の経済成
長と国家安全保障に貢献すると明記されています。

背景・業界文脈

過去数年間、世界の宇宙産業は目覚ましい成長を遂げており、特に商業部門が牽引役と
なっています。SpaceXのような企業が再利用可能なロケットによって打ち上げコストを
大幅に削減し、小型衛星コンステレーションがグローバルな通信ネットワークを変革し
ています。しかし、打ち上げと再突入の頻度が増加するにつれて、既存の規制フレーム
ワークやインフラは新たな課題に直面しています。トランプ政権のこの政策は、これら
の課題に対応し、米国の宇宙産業が世界のリーダーとしての地位を維持・強化するため
の戦略的な動きです。この政策は、宇宙経済全体の成長を加速させるための基盤を築
き、新たな雇用創出や技術革新を促す効果が期待されます。



今後の展望

この国家宇宙輸送政策の実行は、今後の数年間で米国の宇宙産業に劇的な変化をもたら
すでしょう。年間1,000回以上の打ち上げ・再突入という目標は野心的ですが、これに
より、宇宙アクセスがより日常的かつ手頃なものになる可能性を秘めています。短期的
な影響としては、打ち上げインフラへの投資増加、関連技術開発の加速、そして商業宇
宙企業の競争力向上などが挙げられます。長期的には、この政策は月面基地の建設、火
星探査ミッションの実現、そして新たな宇宙経済圏の確立に不可欠な要素となるでしょ
う。ただし、これほどの頻度での宇宙活動は、宇宙デブリ問題や環境への影響といった
新たな課題も生み出す可能性があり、それらへの対応も今後の重要な検討事項となりま
す。

元記事: https://www.whitehouse.gov/fact-sheets/2026/08/fact-sheet-president-donald-j-trump-

launches-the-golden-age-of-space-transportation/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.whitehouse.gov/fact-sheets/2026/08/fact-sheet-president-donald-j-trump-launches-the-golden-age-of-space-transportation/
https://www.whitehouse.gov/fact-sheets/2026/08/fact-sheet-president-donald-j-trump-launches-the-golden-age-of-space-transportation/


#03 EPC Spaceが次世代宇宙コンピューティング向けに総
電離線量1Mrad超の耐放射線性15V、25V、40V eGaN
FETを発売

概要

EPC Space LLCは、次世代の宇宙コンピューティングシステム向けに設計された、3つ

の新しい耐放射線性eGaNパワートランジスタを発表しました。これらのデバイスは、
15V、25V、40Vの定格電圧を持ち、超低オン抵抗、高電流容量、高速スイッチング性
能をコンパクトなPQFNパッケージで実現します。特に、1Mradを超える総電離線量耐

性（TID）と85MeV cm²/mgの単一イベント効果（SEE）LET耐性を提供し、宇宙環境で
の信頼性を大幅に向上させます。この技術革新は、宇宙機器の小型化、高効率化、そ
して過酷な放射線環境での長寿命化に貢献し、深宇宙探査や衛星通信の能力を飛躍的

に向上させることが期待されます。

公開日 2026年08月19日  Semiconductor Today  アメリカ



詳細

主要成果

EPC Space LLCは、次世代の宇宙コンピューティングシステム向けに最適化された、革
新的な耐放射線性eGaNパワートランジスタ3種（15V、25V、40V）の発売を発表しまし
た。これらのデバイスは、1Mradを超える総電離線量（TID）耐性と85MeV cm²/mgの
単一イベント効果（SEE）LET耐性を実現し、極めて過酷な宇宙放射線環境下での信頼性
と性能を飛躍的に向上させます。

技術・臨床詳細

新製品は、超低オン抵抗、高電流容量、および高速スイッチング性能をコンパクトな
PQFNパッケージに統合しており、電力変換効率を最大化しつつ、システムの小型化と
軽量化に貢献します。これらのeGaN FETは、高効率なDC-DCコンバータ、モータード
ライブ、Lidarアプリケーション、そして通信システムなど、宇宙ミッションにおける多
岐にわたる電力管理ニーズに対応します。特に、総電離線量耐性が1Mradを超えること
で、長期にわたる深宇宙探査や、放射線帯を通過するミッションにおいても、デバイス
の劣化を最小限に抑え、持続的な動作を保証します。さらに、単一イベント効果
（SEE）に対する高い耐性は、偶発的な誤動作を防ぎ、ミッションの安全性を高める上
で極めて重要です。

背景・業界文脈

宇宙ミッションの複雑化と高性能化に伴い、宇宙船の搭載電子機器には、より高い電力
効率、小型化、そして何よりも過酷な放射線環境への耐性が求められています。従来の
シリコンベースのデバイスは、放射線に弱く、シールドのために質量が増大するという
課題がありました。GaN（窒化ガリウム）技術は、その優れた電気的特性と放射線耐性
から、宇宙グレードのアプリケーションにとって理想的な選択肢として浮上していま
す。EPC Spaceは、この分野のリーダーとして、宇宙向けGaNデバイスの開発を積極的
に進めており、今回の新製品群は、宇宙システム設計者に新たな選択肢を提供し、性能
と信頼性の両面で業界標準を引き上げるものです。



今後の展望

これらの耐放射線性eGaN FETの導入は、宇宙コンピューティングおよび電力システム
設計に大きな影響を与えるでしょう。より小型で効率的な衛星、深宇宙探査機、月面お
よび火星探査車両の開発が加速され、新たなミッションコンセプトの実現を可能にしま
す。例えば、AI処理能力を搭載した軌道上データセンターや、電力消費量の多い惑星間
通信アレイなど、次世代の宇宙インフラ構築において重要な役割を果たすことが予想さ
れます。EPC Spaceのこの技術革新は、宇宙の商業化と探査の境界をさらに広げ、長期
的な宇宙ミッションにおける電力管理の新たな標準を確立すると期待されます。

元記事: https://www.semiconductor-today.com/news_items/2026/aug/epc-190826.shtml

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.semiconductor-today.com/news_items/2026/aug/epc-190826.shtml


#04 米国、国内と宇宙ベースの半導体製造を両輪で推進
し、宇宙生産が地球上を凌駕する性能を実現する可能性を
提言

概要

米国は、国内および宇宙ベースの半導体製造能力を同時に育成する必要があるという

提言が発表されました。微小重力環境は、地球上では達成困難な、より欠陥の少ない
高品質な半導体製造を可能にします。宇宙で製造された半導体は、既存品を上回る性
能、小型化、均一性を提供することが期待されており、これにより技術的優位性を確

保できます。米国のCHIPS and Science Actおよび関連する税制優遇措置を宇宙ベース
の製造にも拡大することが、この戦略の成功に不可欠とされています。

公開日 2026年08月13日  RealClearDefense  アメリカ



詳細

主要成果

米国は、地政学的リスクとサプライチェーンの脆弱性に対応するため、国内と宇宙ベー
スの半導体製造能力を両輪で推進すべきだという戦略的な提言がなされました。この提
言は、微小重力環境が地球上では不可能な、より欠陥の少ない超高性能半導体の生産を
可能にし、米国の技術的優位性を確保する新たなフロンティアを開くことを強調してい
ます。

技術・政策詳細

微小重力下での半導体製造は、重力による対流や沈降、応力の影響を受けないため、結
晶成長における不純物の混入や欠陥形成を劇的に削減できると期待されています。これ
により、宇宙で製造された半導体は、既存の地球上製造品と比較して、より優れた性
能、小型化、および均一性を示す可能性があります。例えば、超高効率なパワー半導体
や、極限環境下で機能するセンサー、量子コンピューティングに必要な特殊半導体など
の開発が考えられます。記事は、米国のCHIPS and Science Actによって国内半導体製造
が強力に支援されている現状を踏まえ、この法律が提供する助成金や税制優遇措置を宇
宙ベースの半導体製造にも拡大するべきだと提言しています。これにより、民間企業が
宇宙での半導体工場建設や研究開発に投資するインセンティブが強化されると期待され
ます。

背景・業界文脈

半導体は現代社会の基盤であり、経済、防衛、先端技術のあらゆる分野で不可欠な戦略
物資です。しかし、世界の半導体サプライチェーンは一部の地域に集中しており、地政
学的緊張や自然災害に対して脆弱性が指摘されています。米国は、国内製造の強化を通
じてこの脆弱性を軽減しようとしていますが、同時に、次世代の技術革新をリードする
ためには、地球上の限界を超える新しい製造アプローチが必要です。宇宙ベースの半導
体製造は、単なるサプライチェーンの多様化に留まらず、従来の技術では到達できない
性能を持つ半導体を創出することで、全く新しい産業と技術競争力を生み出す可能性を
秘めています。



今後の展望

宇宙ベースの半導体製造はまだ初期段階にありますが、その潜在能力は計り知れませ
ん。CHIPS and Science Actの宇宙への適用は、この分野への投資を加速させ、技術開発
を飛躍的に進める可能性があります。短期的には、微小重力環境での材料科学研究やプ
ロトタイプ製造が活発化し、将来的には軌道上に半導体製造施設が建設されることも視
野に入ります。この戦略は、米国の長期的な技術的リーダーシップを確保し、防衛能力
を強化するだけでなく、革新的な製品を通じてグローバル市場に大きな影響を与えるで
しょう。しかし、宇宙製造には、高コスト、ロジスティクスの複雑さ、宇宙デブリ問題
などの課題も伴うため、これらの克服に向けた継続的な努力が求められます。

元記事: https://www.realcleardefense.com/articles/2026/08/13/the_us_needs_both_domestic_and_space-

based_semiconductors_1200013.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.realcleardefense.com/articles/2026/08/13/the_us_needs_both_domestic_and_space-based_semiconductors_1200013.html
https://www.realcleardefense.com/articles/2026/08/13/the_us_needs_both_domestic_and_space-based_semiconductors_1200013.html


#05 AIデータセンター、地上電力消費の課題を解決するた
め軌道上への移行を加速：Googleは2027年に衛星学習ミ
ッションを開始へ

概要

AIに特化したデータセンターの莫大な電力消費（10万世帯分に相当）に対処するた

め、複数の企業がコンピューティング資源を地球軌道上に配置する戦略を推進してい
ます。軌道上では、衛星がほぼ連続的な太陽光発電を利用でき、巨大なラジエーター
を用いて廃熱を効率的に宇宙に排出できるため、冷却コストとエネルギー消費を大幅

に削減可能です。Googleは、光リンクで接続されたTensor Processing Units（TPUs）
を搭載した小型コンステレーション「Project Suncatcher」を提案しており、2027年初
頭にはPlanetとの2衛星学習ミッションが計画されています。この動きは、持続可能な

AIインフラの実現に向けた画期的なアプローチとして注目されています。

公開日 2026年08月17日  Space Daily  アメリカ



詳細

主要成果

AIに特化したデータセンターの電力消費量が急増し（一般的な施設で10万世帯分に相
当）、地球上での持続可能性が課題となる中、Googleをはじめとする企業がコンピュー
ティングインフラの一部を地球軌道上に移転する戦略を加速しています。この軌道上デ
ータセンターは、連続的な太陽光発電と宇宙空間への効率的な廃熱排出を利用し、地球
上での電力・冷却問題を抜本的に解決する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

軌道上にデータセンターを配置する主な利点は、エネルギー供給と熱管理にあります。
衛星は地球の影を避ける軌道（例えば太陽同期軌道）でほぼ連続的な太陽光を浴びるこ
とができ、これにより太陽電池アレイによる安定した電力供給が保証されます。また、
コンピューターが生成する廃熱は、巨大なラジエーターを介して直接宇宙空間に放出さ
れるため、地球上のデータセンターで必要とされる複雑で高価な冷却プラントが不要に
なります。Googleの「Project Suncatcher」は、光リンクで相互接続されたTensor

Processing Units（TPUs）を搭載した小型衛星コンステレーションを提案しています。
この光リンク技術は、地上よりも高速かつ低遅延のデータ伝送を可能にし、分散型AI処
理の効率を最大化します。2027年初頭には、Planetとの共同で2衛星による軌道上学習
ミッションが計画されており、このコンセプトの実現可能性を実証する予定です。

背景・業界文脈

近年、AI技術の発展は目覚ましく、それに伴い大規模なデータ処理と計算リソースへの
需要が爆発的に増加しています。しかし、従来の地上データセンターは、その膨大な電
力消費量と冷却に必要なエネルギー、そして設置場所の制約という深刻な課題を抱えて
います。特に、化石燃料由来の電力への依存は、気候変動対策の観点からも持続可能性
が問われています。軌道上データセンターは、これらの課題に対する革新的な解決策と
して浮上しており、宇宙というフロンティアを活用した新たなインフラ構築のトレンド
を形成しています。これにより、国家安全保障、科学研究、商業サービスなど、多様な
分野でのAI活用がさらに加速されるでしょう。



今後の展望

軌道上データセンターの実現は、AI技術の能力を飛躍的に向上させる可能性を秘めてい
ます。連続的な電力供給と効率的な熱管理により、より強力なプロセッサを常時フル稼
働させることが可能になり、気象予測、地球観測、宇宙探査データ解析、自動運転、そ
して医療診断など、多岐にわたる分野でAIの計算能力を最大化できます。ただし、軌道
上データセンターには、打ち上げコスト、宇宙デブリの増加、大気圏再突入時の汚染、
宇宙環境でのハードウェアの耐久性など、新たな課題も存在します。これらの課題に対
する技術的・政策的解決策を確立しつつ、Googleのような主要企業の取り組みが成功す
れば、2030年代には軌道上でのAIコンピューティングが一般化し、デジタルインフラの
未来を根本から再定義することになるでしょう。

元記事: https://spacedaily.com/t-ai-data-centre-100000-homes-orbit-sunlight-radiators/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spacedaily.com/t-ai-data-centre-100000-homes-orbit-sunlight-radiators/


#06 インドSerendipity Space、医薬品結晶を成層圏で製
造する「Alchemy」システムの実証に成功し創薬革命を加
速

概要

インド初の宇宙製薬スタートアップSerendipity Spaceが、地球の成層圏で医薬品結晶

を製造するシステム「Alchemy」の実証に成功しました。このシステムは、微小重力
環境を利用して高品質な医薬品結晶を生成し、薬物の安定性や溶解性を向上させる可
能性を秘めています。この画期的な成果は、創薬プロセスに革命をもたらし、より効

果的な治療薬の開発を加速させると期待されています。

公開日 2026年08月19日  Facebook (Serendipity Spaceより)  インド



詳細

主要成果

インド初の宇宙製薬スタートアップであるSerendipity Spaceが、革新的な医薬品結晶製
造システム「Alchemy」の成層圏での実証に成功しました。このシステムは、微小重力
環境を活用して高品質な医薬品結晶を生成し、薬物の安定性、溶解性、ひいてはバイオ
アベイラビリティの向上に貢献する可能性を秘めており、創薬分野に革命をもたらす画
期的な一歩となります。

技術・臨床詳細

「Alchemy」システムは、薬物分子を成層圏の微小重力にさらすことで、地球上では困
難な均一で規則正しい結晶構造の形成を促します。重力の影響が少ない環境では、結晶
成長中の対流や沈降が抑制され、より純度が高く、欠陥の少ない結晶が得られることが
科学的に示されています。これにより、薬物の物理化学的特性、特に溶解性と安定性が
改善され、患者体内での吸収効率や保存期間の延長に寄与することが期待されます。例
えば、既存薬の改良だけでなく、地球上では結晶化が難しい新規化合物においても、宇
宙での結晶化を通じて医薬品としての実現可能性を高めることができます。この技術
は、創薬の初期段階から臨床応用まで幅広い影響を与え、より効果的で安全な医薬品の
開発を加速させるでしょう。

背景・業界文脈

医薬品の結晶化は、その有効性、安全性、製造プロセスにおいて極めて重要なステップ
です。しかし、地球上の重力環境下では、結晶成長の速度や形態が重力の影響を受けや
すく、理想的な結晶構造を得ることが困難な場合があります。近年、宇宙環境のユニー
クな特性（微小重力、放射線など）を利用した宇宙製薬への関心が高まっており、
Serendipity Spaceのようなスタートアップ企業がこのフロンティアを開拓しています。
インド政府も宇宙産業の商業化を積極的に推進しており、同社の成功は国家戦略とも合
致するものです。この分野の進展は、医薬品製造のサプライチェーンに新たな選択肢を
もたらし、グローバルな医療課題解決への貢献が期待されます。



今後の展望

Serendipity Spaceの「Alchemy」システムは、医薬品製造の概念を根本から変える可能
性を秘めています。次のステップとしては、より長期間の微小重力環境での製造試験、
および地球への帰還後の医薬品結晶の薬理学的評価が挙げられます。商用化に向けて
は、打ち上げコストの削減、製造プロセスのスケーラビリティ、そして厳格な規制要件
への対応が課題となります。しかし、高品質な医薬品結晶を宇宙で製造できることが確
立されれば、希少疾患治療薬や特定の癌治療薬など、高価値ニッチ市場での需要が高ま
る可能性があります。長期的には、軌道上での完全な自律型製薬工場の実現により、宇
宙探査ミッションにおける現地での医薬品生産や、地球上の医療システムへの新たな供
給源提供も視野に入ってきます。

元記事: https://www.facebook.com/etnow/videos/drug-manufacturing-in-spaceserendipity-space-

indias-first-space-pharma-startup-h/28649604041299473/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/etnow/videos/drug-manufacturing-in-spaceserendipity-space-indias-first-space-pharma-startup-h/28649604041299473/
https://www.facebook.com/etnow/videos/drug-manufacturing-in-spaceserendipity-space-indias-first-space-pharma-startup-h/28649604041299473/


#07 NASAのSSPICYミッションが革新的な多関節ロボット
アームと推進技術を実証、宇宙での自律サービスとオンデ
マンド製造能力を飛躍的に向上

概要

NASAのSSPICY（Small Spacecraft Propulsion and Inspection Capability）ミッション

は、宇宙での衛星サービスと検査を目的とした官民パートナーシップにおいて、重要
な技術実証に成功しました。このミッションでは、新しい推進、誘導、航法、制御技
術に加え、革新的な多関節ロボットアームが実証されました。これにより、将来的な

自律型衛星サービスや軌道上デブリ評価の道が拓かれ、宇宙内製造およびアセンブリ
（ISAM）の目標達成、さらに宇宙での物体組立、修理、保守の可能性が大きく広がる
ことが期待されます。

公開日 2026年08月20日  NASA  アメリカ



詳細

主要成果

NASAのSSPICY（Small Spacecraft Propulsion and Inspection Capability）ミッション
は、宇宙での衛星サービスと検査に向けた画期的な技術実証に成功しました。この官民
パートナーシップは、新しい推進システム、高度な誘導・航法・制御（GNC）技術、そ
して特に革新的な多関節ロボットアームの実証を通じて、将来の自律型軌道上サービス
と宇宙内製造（ISAM）能力を飛躍的に向上させる可能性を示しました。

技術・臨床詳細

SSPICYミッションでは、以下のような主要技術が実証されました。まず、高効率かつ高
精度な推進システムが、小型宇宙船の柔軟な軌道変更と精密なランデブー操作を可能に
しました。次に、最先端のGNC技術は、複雑な宇宙環境下での自律的な位置決めと姿勢
制御を実現しました。最も注目すべきは、宇宙での物体操作を目的とした革新的な多関
節ロボットアームの性能実証です。このアームは、高い自由度と精度を持ち、軌道上で
の繊細な作業（例えば、燃料補給、部品交換、検査、修理）を自律的に実行できる能力
を示しました。これにより、宇宙船の長寿命化、機能向上、そして軌道上での新しい構
造物やコンポーネントの製造・組立といったISAM目標の達成に不可欠な基盤技術が確
立されたと言えます。

背景・業界文脈

近年、宇宙活動の増加に伴い、軌道上デブリの増大や、衛星の運用寿命延長、機能向上
へのニーズが高まっています。これに対応するため、宇宙でのサービス、修理、および
製造といったISAM技術への投資が世界的に加速しています。従来の衛星は一度打ち上
げられると修理や改修が困難でしたが、自律型ロボットアームや精密な推進技術が確立
されれば、寿命が尽きかけた衛星への燃料補給、故障部品の交換、さらには軌道上で新
たな機能モジュールを追加するといったことが可能になります。NASAのSSPICYミッシ
ョンは、このような将来の宇宙経済を支える中核技術を開発・実証するものであり、米
国が宇宙技術のフロンティアをリードし続けるための戦略的な取り組みの一環です。



今後の展望

SSPICYミッションの成功は、宇宙の未来に多大な影響を与えるでしょう。短期的には、
軌道上での衛星の長寿命化と維持管理コストの削減に貢献し、宇宙システムの全体的な
経済効率を向上させます。また、軌道上デブリの評価と除去といった環境保全活動にも
新たなツールを提供します。長期的には、この技術は月や火星などの深宇宙ミッション
において、人間を介さずに高度な建設、資源採掘、そして科学実験を行うための基盤と
なります。例えば、月面基地の自律的な建設や、宇宙ステーションのモジュール式拡張
など、SFの世界が現実となる一歩となるでしょう。これにより、宇宙探査の安全性、効
率性、持続可能性が大幅に向上し、人類の宇宙へのアクセスと活動範囲を画期的に広げ
ることが期待されます。

元記事: https://www.nasa.gov/smallspacecraft/what-is-sspicy/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nasa.gov/smallspacecraft/what-is-sspicy/


#08 ISS米国国立研究所、極端紫外線フォトマスク開発
Astrileuxなど8社を「Orbital Edge Accelerator」に選
定、微小重力下製造を加速

概要

ISS米国国立研究所は、商業宇宙におけるイノベーションを加速する「Orbital Edge

Accelerator」プログラムに、AstrileuxやMicro-gRxを含む8つのスタートアップ企業を
選定しました。選ばれた企業には、先進半導体製造用の極端紫外線（EUV）フォトマ
スクを開発するAstrileuxや、微小重力下で細胞フリーナノ医薬品を製造するMicro-gRx

が含まれています。このプログラムは、宇宙飛行技術開発、事業成長、商業化に焦点
を当てたメンターシップを提供し、スタートアップ企業による軌道上での研究機会を
大幅に促進することを目指しています。

公開日 2026年08月17日  Military Aerospace  アメリカ



詳細

主要成果

国際宇宙ステーション（ISS）米国国立研究所は、商業宇宙の革新を加速する目的で設
立された「Orbital Edge Accelerator」プログラムに、AstrileuxやMicro-gRxを含む8つの
有望なスタートアップ企業を選定しました。このプログラムは、微小重力環境での先進
的な製造、バイオテクノロジー、そして新たな商業機会の開拓に焦点を当てています。

技術・臨床詳細

選定されたスタートアップ企業は多岐にわたる分野で革新を目指しています。特に注目
されるのは、先進半導体製造の鍵となる極端紫外線（EUV）フォトマスクを開発する
Astrileux社と、微小重力下で細胞フリーナノ医薬品を製造するMicro-gRx社です。EUVフ
ォトマスクは、次世代の超微細半導体プロセスの解像度と歩留まりを決定する重要な部
品であり、微小重力環境が地球上では不可能な精度と純度で製造を可能にする可能性が
あります。Micro-gRxは、微小重力下でタンパク質の結晶構造を最適化し、より安定し
た高機能なナノ医薬品を開発することを目指しています。その他の選定企業も、宇宙環
境での材料科学、バイオテクノロジー、センサー技術、エネルギーソリューションな
ど、幅広い領域で画期的な研究開発を推進します。

背景・業界文脈

ISS米国国立研究所は、地球軌道上のユニークな微小重力環境を、民間企業や研究機関
に開放し、商業化と科学的発見の加速を支援しています。Orbital Edge Acceleratorプロ
グラムは、このミッションの中心的な取り組みの一つであり、選定されたスタートアッ
プ企業には、宇宙飛行技術開発、事業成長、そして製品の商業化に特化したメンターシ
ップ、技術支援、資金調達機会が提供されます。これにより、高コストでアクセスが困
難であった宇宙での研究開発が、より多くのイノベーターにとって手の届くものとな
り、宇宙経済全体の成長を牽引することが期待されています。



今後の展望

このアクセラレータープログラムによる支援は、選定されたスタートアップ企業が軌道
上での研究を加速させ、画期的な製品やサービスを市場に投入するための重要なプラッ
トフォームとなります。Astrileuxのような半導体関連企業は、宇宙空間での製造技術を
確立することで、地球上の半導体産業に新たな価値提案をもたらし、次世代電子機器の
性能向上に貢献するでしょう。Micro-gRxのようなバイオ医薬品企業は、微小重力下で
開発された新薬や治療法が、難病の治療に新たな希望をもたらす可能性があります。プ
ログラムの成功は、商業宇宙産業の多様性と競争力をさらに高め、ISSが単なる科学施
設ではなく、イノベーションと経済成長のハブとしての役割を強化することを示してい
ます。これらの取り組みは、長期的な宇宙探査と持続可能な地球社会の発展の両方に貢
献することが期待されます。

元記事: https://www.militaryaerospace.com/communications/news/55398240/iss-national-lab-selects-

eight-startups-for-orbital-edge-accelerator

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.militaryaerospace.com/communications/news/55398240/iss-national-lab-selects-eight-startups-for-orbital-edge-accelerator
https://www.militaryaerospace.com/communications/news/55398240/iss-national-lab-selects-eight-startups-for-orbital-edge-accelerator


#09 DOE、ニューホライズンズを支える宇宙用放射性同位
体電力システム（RTG）が深宇宙探査の持続的電源として
極めて重要であることを強調

概要

米国エネルギー省（DOE）は、ニューホライズンズミッションに採用された宇宙用放

射性同位体電力システム（RTG）の重要性について解説しました。RTGは、プルトニウ
ム238二酸化物燃料の自然崩壊による熱エネルギーを固体熱電対で電気に変換し、軽量
かつ極めて信頼性の高い電力源として機能します。このシステムは、太陽光が届かな

い深宇宙環境での探査機稼働を可能にし、長期間にわたるミッション遂行に不可欠な
技術であることが改めて示されました。

公開日 2026年08月14日  U.S. Department of Energy (DOE)  アメリカ



詳細

主要成果

米国エネルギー省（DOE）は、冥王星とその先のカイパーベルト天体を探査したニュー
ホライズンズミッションの成功の鍵となった、宇宙用放射性同位体電力システム
（RTG）の極めて重要な役割を再確認し、その仕組みと安全性を詳細に説明しました。
RTGは、深宇宙ミッションにおいて太陽光発電が利用できない環境下で、信頼性と持続
性のある電力供給を可能にする唯一無二の技術です。

技術・臨床詳細

宇宙用放射性同位体電力システム（RTG: Radioisotope Thermoelectric Generator）は、

プルトニウム238二酸化物（238PuO2）燃料の自然な放射性崩壊によって発生する熱エ

ネルギーを、固体熱電対（ゼーベック効果）を用いて直接電気エネルギーに変換する装
置です。ニューホライズンズミッションに搭載されたRTGは、打ち上げ時に約245ワッ
トの電力を供給し、ミッションの長期化に伴い徐々に減少するものの、数十年にわたっ
て安定した電力供給を維持することができました。このシステムは、可動部品がほとん
どないため、振動や衝撃、極端な温度変化に強く、軽量で非常に堅牢な設計が特徴で
す。特に、太陽光が弱すぎる深宇宙の遠方領域や、日照時間が限られる月・火星の極域
探査において、その価値は計り知れません。安全性についても、プルトニウム燃料は耐
熱性の高い容器に厳重に格納されており、打ち上げ時の事故や再突入時にも燃料が環境
に放出されるリスクは極めて低いように設計されています。

背景・業界文脈

RTGは、1960年代からNASAの宇宙探査ミッションで幅広く利用されてきた実績を持
つ、信頼性の高い電力技術です。ボイジャー、ガリレオ、カッシーニ、そして火星探査
車キュリオシティやパーセベランスなど、数々の主要な深宇宙ミッションがRTGによっ
て支えられてきました。太陽系外縁部への到達や、太陽光発電ではカバーできない惑星
の夜間活動、恒久影領域の探査など、RTGなしでは不可能だった科学的発見が多数存在

します。しかし、238Puの製造は複雑でコストがかかるため、その供給は限られていま

す。米国は国内での238Puの生産能力を再確立しており、将来のRTG駆動ミッションへの
対応を進めています。



今後の展望

RTG技術の継続的な開発と供給確保は、将来の深宇宙探査計画において不可欠です。
NASAは、原子力システムを月面基地や火星有人ミッションの電源として利用する
「Fission Surface Power」システムなど、より強力な宇宙原子力システムの研究開発も
進めていますが、RTGは、小型プローブや移動型探査機にとって依然として最も実用的
な選択肢です。火星の生命探査や、タイタン、エウロパといった氷衛星の地下海探査な
ど、過酷な環境下での科学ミッションの実現には、RTGのような放射性同位体電源が不
可欠です。DOEのこの説明は、RTG技術の重要性を再認識させ、今後の宇宙探査のフロ
ンティアをさらに広げるための重要な基盤となるでしょう。

元記事: https://www.energy.gov/ne/articles/new-horizons-mission-powered-space-radioisotope-power-

systems

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/ne/articles/new-horizons-mission-powered-space-radioisotope-power-systems
https://www.energy.gov/ne/articles/new-horizons-mission-powered-space-radioisotope-power-systems


#10 ISS脳オルガノイド研究、微小重力下での神経疾患モ
デル迅速生成とラミブジン治験成功で新治療法開発に大き
く前進

概要

国際宇宙ステーション（ISS）での脳オルガノイド研究が、神経疾患の新たな治療法開

発に向けて大きく前進しています。微小重力環境は、研究者が脳オルガノイドを迅速
に生成し、パーキンソン病や多発性硬化症などの神経疾患に対する新薬候補を効果的
にテストできるユニークな利点を提供します。過去の実験では、これらの神経オルガ

ノイドが宇宙で遺伝子ネットワークに顕著な変化を示し、最終的に抗レトロウイルス
薬ラミブジンの治験へとつながった事例は、微小重力研究が画期的な治療法発見に直
結する可能性を示しています。

公開日 2026年08月18日  ISS National Lab  アメリカ



詳細

主要成果

国際宇宙ステーション（ISS）における脳オルガノイド研究が、神経疾患の画期的な治
療法開発に向けて大きく進展しています。微小重力環境は、研究者が脳オルガノイドを
迅速かつ効率的に生成し、地球上では再現困難な疾患メカニズムを解明し、新薬候補の
評価を加速するユニークなプラットフォームを提供します。特に、パーキンソン病や多
発性硬化症の神経オルガノイドが宇宙で遺伝子ネットワークの変化を示し、抗レトロウ
イルス薬ラミブジンの治験成功に繋がった事例は、この研究の直接的な臨床的意義を強
調するものです。

技術・臨床詳細

脳オルガノイドは、幹細胞から分化させた三次元の脳組織モデルであり、人間の脳の発
達、機能、疾患を研究するための強力なツールです。ISSの微小重力環境では、オルガ
ノイドの成長が重力の影響を受けず、より均一で密度の高い組織構造を形成しやすいと
いう利点があります。これにより、地球上での培養では数週間から数ヶ月かかるオルガ
ノイドの生成が短縮され、ハイスループットな薬物スクリーニングが可能になります。
過去のISS実験では、パーキンソン病モデルのオルガノイドにおいて特定の遺伝子群の
発現変化が、また多発性硬化症モデルのオルガノイドでは神経細胞の脱髄に関連する変
化が確認されました。これらの発見は、疾患の病態生理学に関する新たな洞察を提供
し、その後の研究で抗レトロウイルス薬ラミブジンが有効な治療候補となる可能性を示
唆しました。ラミブジンは、ISSでのデータに基づき、特定の神経変性疾患に対する適
応拡大の治験段階へと進んでいます。

背景・業界文脈

神経変性疾患は、アルツハイマー病、パーキンソン病、多発性硬化症など、効果的な治
療法が限られている深刻な疾患群です。これらの疾患の複雑なメカニズムを地球上のモ
デル（2D細胞培養や動物モデル）で完全に再現することは困難であり、創薬のボトルネ
ックとなっています。ISSの微小重力環境は、細胞が重力によるストレスを受けずに成
長するため、より生理学的に関連性の高い疾患モデルを提供できると期待されていま
す。この研究は、製薬企業やバイオテクノロジー企業にとって、新規治療薬開発のスピ
ードと成功率を高める新たな機会を提示しています。ISS米国国立研究所は、民間企業
との連携を積極的に推進し、宇宙環境を活用した生命科学研究の商業化を支援していま
す。



今後の展望

ISSでの脳オルガノイド研究は、神経変性疾患の診断と治療に革命をもたらす潜在力を
持っています。今後、より多様な神経疾患モデルの確立、複数種の細胞を組み合わせた
複合オルガノイドの開発、そして地球への帰還後の長期的な効果検証が重要となりま
す。また、ラミブジンの治験が成功すれば、微小重力研究が直接的に医薬品承認プロセ
スに寄与する画期的な事例となります。将来的には、軌道上に自動化された医薬品スク
リーニングプラットフォームが構築され、地球上の創薬研究を補完・加速する可能性も
考えられます。この分野の進展は、神経科学、製薬、そして宇宙生命科学の境界を広
げ、人類の健康と福祉に大きく貢献することが期待されます。

元記事: https://issnationallab.org/press-releases/brain-organoid-studies-on-the-iss/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://issnationallab.org/press-releases/brain-organoid-studies-on-the-iss/


#11 Space Cargo UnlimitedとTranscell Biologicsが戦略
的提携、微小重力下での創薬・ワクチン開発革新と高精度
な生体データ取得を目指す

概要

ルクセンブルクのSpace Cargo UnlimitedとインドのTranscell Biologicsは、微小重力研

究が新薬およびワクチンの開発方法を根本的に変革する可能性を探る戦略的パートナ
ーシップを発表しました。この提携の主要目的は、軌道上での研究が、地球上の従来
のモデルでは再現が困難な人間の生物学的挙動に関して、より予測性の高いデータを

提供できるかどうかの検証です。この協業は、創薬パイプラインの効率化と、宇宙と
いうユニークな環境がもたらす新たな科学的発見を通じて、医療分野に画期的な進歩
をもたらすことが期待されています。

公開日 2026年08月14日  Earth Imaging Journal  ルクセンブルク, インド



詳細

主要成果

ルクセンブルクのSpace Cargo UnlimitedとインドのTranscell Biologicsは、微小重力研究
が新薬とワクチンの開発方法を根本的に変革する可能性を探る、画期的な戦略的パート
ナーシップを締結しました。この提携は、軌道上での生命科学研究が、地球上では再現
困難な人間の生物学的挙動に関する、より予測性の高いデータを提供できるかどうかの
検証を主目的としています。

技術・臨床詳細

この提携の中心は、微小重力環境下で生体サンプル（例えば、細胞培養、組織モデル、
微生物）の挙動を研究することです。地球上では、重力による対流、沈降、細胞への機
械的ストレスが、細胞の成長、分化、遺伝子発現に影響を与えます。微小重力下ではこ
れらの影響が排除されるため、より純粋な生物学的プロセスを観察できる可能性があり
ます。これにより、疾患モデルの再現性が向上し、新薬候補のスクリーニングやワクチ
ン効果の評価において、地球上の実験よりも高精度で予測性の高いデータが得られると
期待されています。具体的には、癌細胞の増殖メカニズム、免疫細胞の応答、微生物の
薬剤耐性獲得メカニズムなど、多様な生物学的現象を宇宙環境で詳細に解析し、その知
見を地球上の創薬に応用することを目指します。Space Cargo Unlimitedは宇宙輸送と実
験プラットフォームを提供し、Transcell Biologicsは生物学的専門知識と研究プロトコル
を提供します。

背景・業界文脈

製薬業界は、新薬開発のコストと時間の増大、そして臨床試験での成功率の低さという
課題に直面しています。特に、複雑な人間の生物学を正確にモデル化できる前臨床研究
モデルの不足は深刻です。近年、国際宇宙ステーション（ISS）をはじめとする軌道上
プラットフォームは、生命科学研究におけるユニークな実験環境として注目を集めてい
ます。微小重力環境が、細胞レベルでの生物学的プロセスの新たな側面を明らかにし、
創薬に革新をもたらす可能性が示唆されています。この国際的な提携は、宇宙産業とバ
イオテクノロジー産業の融合を象徴するものであり、地球上の医療課題解決に向けた宇
宙利用の可能性を広げるものです。



今後の展望

この戦略的パートナーシップは、創薬パイプラインの効率化と、地球上の患者へのより
良い治療法提供を目指します。軌道上での研究が、高精度なデータと新たな生物学的知
見を提供することが実証されれば、微小重力環境は新薬・ワクチン開発の標準的なツー
ルとなる可能性があります。短期的な目標は、概念実証を成功させ、特定の疾患モデル
における宇宙研究の優位性を確立することです。長期的には、この協力関係は、宇宙空
間での医薬品製造や、個人化された医療ソリューションの開発へと発展する可能性も秘
めています。しかし、宇宙実験のコストと複雑さ、そしてデータの地球への効率的な伝
送と分析といった課題を克服する必要があるでしょう。この提携は、宇宙という新たな
フロンティアが、地球上の生命科学にどれほどのインパクトを与えることができるかを
示す重要な試金石となります。

元記事: https://eijournal.com/news/business-2/space-cargo-unlimited-and-transcell-biologics-partner-

to-advance-drug-discovery-in-space

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eijournal.com/news/business-2/space-cargo-unlimited-and-transcell-biologics-partner-to-advance-drug-discovery-in-space
https://eijournal.com/news/business-2/space-cargo-unlimited-and-transcell-biologics-partner-to-advance-drug-discovery-in-space


#12 ザールラント大学、ISSで金属ガラス合金の特性を高
温浮遊液滴で遠隔研究する初のミッションを開始、新素材
開発へ貢献

概要

ザールラント大学のRalf Busch教授率いる材料科学研究チームが、国際宇宙ステーショ

ン（ISS）で金属ガラス合金の特性を遠隔研究する初の宇宙科学ミッションの準備を進
めています。欧州宇宙機関（ESA）とドイツ航空宇宙センター（DLR）との共同で、微
小重力下での高温浮遊液滴技術を用いて合金の挙動を詳細に調査します。このミッシ

ョンは、宇宙飛行、医療技術、高性能部品などの分野で必要とされる革新的な新素材
開発のための高精度なデータ取得を目指しており、地球上では不可能な条件下での材
料科学研究に新たな道を開きます。

公開日 2026年08月18日  EurekAlert!  ドイツ



詳細

主要成果

ザールラント大学のRalf Busch教授率いる材料科学研究チームは、国際宇宙ステーショ
ン（ISS）で金属ガラス合金の特性を遠隔で研究する、世界初の宇宙科学ミッションの
準備を進めています。この画期的な取り組みは、微小重力下における高温浮遊液滴技術
を活用し、地球上では困難な高精度なデータ取得を通じて、宇宙飛行、医療技術、高性
能部品などに応用される革新的な新素材の開発に大きく貢献することが期待されます。

技術・臨床詳細

このミッションでは、金属ガラス合金の微小重力下での溶融挙動と固化プロセスを詳細
に調査します。地球上では、溶融金属の浮遊液滴は重力の影響で不安定になり、また容
器との接触によって不純物が混入したり、結晶化が促進されたりすることがあります。
しかし、ISSの微小重力環境では、電磁浮遊法などを用いて高温の液滴を非接触で安定
的に保持することが可能です。これにより、純粋な条件下で合金の粘度、表面張力、比
熱、熱拡散率などの熱物理特性を極めて高い精度で測定できます。特に、過冷却状態で
の液体の挙動やガラス転移現象のメカニズム解明は、金属ガラスの形成能力と安定性を
理解する上で不可欠です。取得されるデータは、計算材料科学モデルの検証と改良に役
立ち、新素材の設計と最適化の効率を大幅に向上させます。

背景・業界文脈

金属ガラスは、優れた強度、硬度、耐食性、およびユニークな磁気特性を持つアモルフ
ァス材料であり、航空宇宙、医療、エレクトロニクス、スポーツ用品など、多岐にわた
る分野での応用が期待されています。しかし、安定した金属ガラスを製造するための組
成やプロセス条件の最適化は、その複雑な熱物理的性質のために依然として課題が多い
のが現状です。微小重力環境での研究は、これらの基礎的な材料科学的知見を深め、地
球上でのより効率的で信頼性の高い金属ガラス製造技術の開発にフィードバックする可
能性を秘めています。欧州宇宙機関（ESA）とドイツ航空宇宙センター（DLR）の協力
は、この分野における欧州のリーダーシップを強化するものです。



今後の展望

ISSでのこの先駆的なミッションは、金属ガラスの基礎研究に新たな視点をもたらし、
次世代の高性能材料開発を加速させるでしょう。取得されたデータは、宇宙飛行用の軽
量・高強度構造材料、医療用インプラント、精密電子部品など、特定の応用分野におけ
る金属ガラスの設計と製造プロセスを最適化するために直接活用されます。また、微小
重力下での材料科学研究の成功事例として、将来的な宇宙内製造（ISM）の可能性をさ
らに広げることにも貢献します。このミッションを通じて得られる知見は、地球上での
産業応用だけでなく、人類の深宇宙探査に向けた新しい材料フロンティアを開拓する上
で不可欠なものとなるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1140441

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1140441


#13 インドSerendipity Space、軌道級衛星プロトタイプ
で自律型製薬工場「Alchemy」の薬物結晶化プロセスを成
功裏に実証

概要

インドのBhubaneswarを拠点とするSerendipity Spaceは、軌道級衛星プロトタイプの

運用と回収に成功し、その搭載された自律型製薬工場「Alchemy」における薬物結晶
化プロセスを実証しました。このシステムは、成層圏気球を用いてTIFR Balloon

Facilityで打ち上げられ、制御された帰還・着陸・回収を通じて薬物結晶化プロセスを

実行し、結晶の完全性を維持しました。Alchemyは、微小重力下で高品質な薬物結晶
を製造・加工し、地球上の重力による結晶構造の欠陥を克服することを目指してお
り、宇宙製薬の実現に向けた大きな一歩となります。

公開日 2026年08月14日  Facebook (Serendipity Spaceより)  インド



詳細

主要成果

インドの宇宙製薬スタートアップSerendipity Spaceは、Bhubaneswarを拠点に、自社の
軌道級衛星プロトタイプを成功裏に運用・回収し、そのプロトタイプに搭載された自律
型製薬工場「Alchemy」による薬物結晶化プロセスの実証に成功しました。この実証
は、微小重力環境下での高品質な医薬品結晶製造に向けた重要なマイルストーンを達成
したものです。

技術・臨床詳細

今回のミッションでは、Serendipity Spaceの「Alchemy」システムが、インドのハイデ
ラバードにあるTIFR Balloon Facilityから成層圏気球を用いて打ち上げられました。成層
圏での微小重力環境下で、Alchemyは医薬品の結晶化プロセスを自律的に実行し、その
後、制御された帰還、着陸、回収を通じて結晶の完全性を維持することに成功しまし
た。この「Alchemy」システムは、薬物分子が重力の影響を受けずに結晶を形成できる
よう設計されており、地球上では対流や沈降によって生じる結晶構造の欠陥を克服する
ことを目指しています。これにより、医小重力で製造された結晶は、より均一な粒子サ
イズ分布、高い純度、そして安定した構造を持つことが期待され、薬物の溶解性、安定
性、バイオアベイラビリティの向上に繋がる可能性があります。今回の成功は、医薬品
製造における宇宙環境の優位性を実証するものであり、将来的な医薬品開発と製造の効
率化に貢献するでしょう。

背景・業界文脈

宇宙製薬の概念は、微小重力環境が特定の材料科学や生物学的プロセスに独特の利点を
もたらすという認識に基づいています。特に、医薬品の結晶化は、その有効成分の安定
性、薬物動態、製造可能性に直結するため、高品質な結晶を得ることは極めて重要で
す。インドは近年、民間企業による宇宙活動への参入を奨励しており、Serendipity
Spaceのようなスタートアップ企業がこの分野でのイノベーションを推進しています。
同社の成功は、インドの宇宙産業が技術革新と商業化において重要な役割を果たしつつ
あることを示しています。この分野は、従来の製薬業界が直面する製造上の課題に対す
る新しい解決策を提供する可能性を秘めています。



今後の展望

Serendipity Spaceによる今回の実証成功は、宇宙空間での医薬品製造が技術的に実現可
能であることを明確に示しました。次のステップは、軌道上での長期的な製造試験、異
なる薬物化合物への応用、そして最終的な商業化に向けた大規模生産技術の開発が中心
となるでしょう。商用レベルでの運用が確立されれば、地球上では製造困難な希少疾患
治療薬や高機能性医薬品の新たな供給源となる可能性があります。また、この技術は、
宇宙探査ミッションにおける宇宙飛行士向けのオンデマンド医薬品製造といった用途に
も応用されることが考えられます。Serendipity Spaceは、インドの宇宙産業におけるパ
イオニアとして、グローバルな製薬市場に新たな価値を創造する可能性を秘めていま
す。

元記事: https://www.facebook.com/startup.pedia7/posts/bhubaneswar-based-serendipity-space-on-

friday-successfully-operated-and-recovere/1539980971476393/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/startup.pedia7/posts/bhubaneswar-based-serendipity-space-on-friday-successfully-operated-and-recovere/1539980971476393/
https://www.facebook.com/startup.pedia7/posts/bhubaneswar-based-serendipity-space-on-friday-successfully-operated-and-recovere/1539980971476393/


#14 微小重力下の薬物結晶化が地球上では不可能な形態・
粒子サイズ分布を実現、治療効果・保存期間向上に期待さ
れるが費用対効果に課題

概要

微小重力下での薬物結晶化が、地球上では達成不可能な独自の結晶形態や粒子サイズ

分布を実現する潜在的な利点を持つことが、専門家の間で議論されています。重力は
結晶化プロセスに影響を与える主要因であり、微小重力環境は薬物の安定性、溶解
性、ひいては治療効果や保存期間を向上させる新たな結晶構造の生成を可能にしま

す。しかし、このアプローチの費用対効果については、さらなる詳細な研究と実証が
必要です。

公開日 2026年08月14日  Reddit (r/biotech)  アメリカ



詳細

主要成果

オンラインコミュニティでの議論を通じて、微小重力環境下での薬物結晶化が、地球上
では達成困難な独自の結晶形態や粒子サイズ分布を実現できるという潜在的な利点が浮
上しました。この技術は、医薬品の治療効果と保存期間を向上させる新たな結晶構造の
創出に貢献する可能性を秘めている一方で、その費用対効果についてはさらなる検証が
求められています。

技術・臨床詳細

薬物結晶化プロセスにおいて、重力は液体の対流、固体の沈降、そして結晶核生成およ
び成長に大きな影響を与えます。微小重力環境では、これらの重力関連現象が抑制され
るため、より均一な温度・濃度分布下で結晶が成長しやすくなります。これにより、地
球上では得られない、より規則的で欠陥の少ない結晶構造、特定の形態（例えば、単結
晶、より大きな結晶）、および狭い粒子サイズ分布を持つ結晶の生成が可能になると考
えられます。このような改善された結晶は、薬物の物理化学的特性（溶解性、安定性、
吸湿性など）を最適化し、結果として生体内での薬物吸収率（バイオアベイラビリテ
ィ）の向上、製剤の安定性向上、副作用の低減、さらには投与経路の多様化（例：静脈
注射から皮下注射への変更）に繋がる可能性があります。また、より安定した結晶形態
は、製品の保存期間を延長し、医薬品のサプライチェーン全体に利益をもたらすことが
期待されます。

背景・業界文脈

製薬業界では、薬物の有効性、安全性、製造コスト、そして知財戦略において、結晶形
態（多形）の制御が極めて重要です。新しい多形は、しばしば特許保護の機会を提供
し、市場競争力を高めます。しかし、重力の影響下で目的の結晶形態を再現性高く得る
ことは、依然として大きな課題です。国際宇宙ステーション（ISS）などの微小重力プ
ラットフォームを利用した初期の実験では、いくつかの医薬品やタンパク質が地球上よ
りも高品質な結晶を生成できることが示されており、宇宙製薬という新たな産業分野へ
の期待が高まっています。しかし、宇宙へのアクセスコストが高く、実験期間が限られ
ているため、商業的な規模での実現可能性については疑問視する声も存在します。



今後の展望

微小重力下での薬物結晶化の利点は明らかですが、これを経済的に実行可能な商業プロ
セスに変換するには、多くの課題を克服する必要があります。これには、打ち上げコス
トの削減、軌道上での自動化された製造設備の開発、大規模生産に向けたスケーラビリ
ティの確保、そして製造された医薬品の厳格な規制要件への適合が含まれます。今後、
より多くの研究と実証が、微小重力結晶化の具体的な商業的価値を数値化し、その費用
対効果を明確にするために必要です。もしこれらの課題が解決されれば、宇宙は、地球
上の医療に革新をもたらす次世代医薬品の「工場」となる可能性を秘めています。これ
は、希少疾患治療薬や、地球上では不安定な高機能性医薬品にとって特に有望なアプロ
ーチとなるでしょう。

元記事:

https://www.reddit.com/r/biotech/comments/1vodsmn/is_there_any_advantage_to_crystallize_drug/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.reddit.com/r/biotech/comments/1vodsmn/is_there_any_advantage_to_crystallize_drug/


#15 Firefly Aerospace、Blue GhostミッションにZeno
PowerのRHUを搭載し、月の極寒の夜を乗り切る放射性同
位体技術を実証

概要

Firefly Aerospaceは、Blue Ghost月面着陸ミッションにおいて、Zeno Power Systemsの

Radioisotope Heater Unit（RHU）を搭載し、月の極寒の夜間環境を乗り切るための放
射性同位体技術を実証すると発表しました。RHUは、放射性物質の自然崩壊によって
受動的な熱エネルギーを生成し、太陽光の届かない月の夜や永久影の領域で、月面探

査機や重要な宇宙船コンポーネントを安全に動作させ続けることを可能にします。こ
の技術実証は、将来の月面長期ミッションや、極地探査における持続的な運用能力を
確立する上で不可欠な一歩となります。

公開日 2026年08月19日  Firefly Aerospace  アメリカ



詳細

主要成果

Firefly Aerospaceは、NASAのCommercial Lunar Payload Services（CLPS）プログラムの
一環である Blue Ghost月面着陸ミッションに、 Zeno Power Systemsの革新的な
Radioisotope Heater Unit（RHU）を搭載することを発表しました。この協業は、月の極
寒の夜間環境を耐え抜くための放射性同位体加熱技術を実証するものであり、将来の月
面長期滞在ミッションや極地探査の実現に不可欠な技術となります。

技術・臨床詳細

Zeno Power SystemsのRadioisotope Heater Unit（RHU）は、プルトニウム238などの放
射性同位体の自然なアルファ崩壊によって発生する熱エネルギーを利用して、受動的に
熱を供給する装置です。これは可動部品を持たず、電力消費を最小限に抑えつつ、極め
て高い信頼性で熱を発生させることができます。月の夜は、場所によっては氷点下
170℃を下回る極めて厳しい環境であり、電子機器や科学機器は凍結によって機能停止
してしまうリスクがあります。RHUは、このような極寒の環境下で、Blue Ghost月面着
陸機に搭載される重要な宇宙船コンポーネント（例えばバッテリー、通信機器、科学ペ
イロード）を、適切な動作温度範囲内に維持するように設計されています。この技術実
証の成功は、太陽光が届かない月の永久影領域での探査や、数週間にも及ぶ長い月の夜
間を乗り切るための基盤技術として、その有効性を確立することを目指しています。

背景・業界文脈

米国は、アルテミス計画を通じて月面への有人帰還と持続的な月面滞在を目指してお
り、これには月の極限環境下での長期的な運用能力が不可欠です。月の夜の極端な低温
は、月面探査における最大の技術的課題の一つであり、これまでの多くの月面探査機
は、月の夜を乗り切ることができませんでした。放射性同位体電源（RTGやRHU）は、
太陽光発電が利用できない環境や期間において、探査機の稼働を保証するための唯一の
実証済みの技術です。Firefly AerospaceのBlue GhostミッションとZeno Power Systems

のRHU技術の統合は、この重要な課題に対処し、次世代の月面探査を可能にするための
戦略的な一歩と言えます。



今後の展望

Blue GhostミッションでのRHUの実証成功は、将来の月面活動に大きな影響を与えるで
しょう。これにより、月面ローバー、月面基地の機器、科学ペイロードなどが、月の夜
を安全に乗り切り、長期間にわたってデータを収集し続けることが可能になります。特
に、月の極地にあるとされる水氷資源の探査など、恒久影領域でのミッション実現に不
可欠な技術として注目されます。この技術は、月面だけでなく、火星やその他の深宇宙
探査における電力および熱管理ソリューションとしても応用される可能性を秘めていま
す。Firefly AerospaceとZeno Power Systemsの協業は、宇宙探査のフロンティアをさら
に広げ、人類の宇宙へのアクセスと活動範囲を拡大するための重要なステップとなるで
しょう。

元記事: https://fireflyspace.com/news/firefly-aerospace-onboards-zeno-power-on-blue-ghost-mission-

to-demonstrate-radioisotope-technologies-to-survive-the-lunar-night/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://fireflyspace.com/news/firefly-aerospace-onboards-zeno-power-on-blue-ghost-mission-to-demonstrate-radioisotope-technologies-to-survive-the-lunar-night/
https://fireflyspace.com/news/firefly-aerospace-onboards-zeno-power-on-blue-ghost-mission-to-demonstrate-radioisotope-technologies-to-survive-the-lunar-night/


#16 SETI Institute、NASA NIAC支援で軌道上ラマン分光
法を開発、月、小惑星、フォボスから水や鉱物を遠隔探査
し宇宙資源利用を加速

概要

SETI Instituteの研究チームは、NASA Innovative Advanced Concepts（NIAC）プログラ

ムの支援を受けて、宇宙資源を遠隔で特定する革新的な方法を開発しています。彼ら
は、軌道上または高速フライバイからラマン分光法を使用し、月、地球近傍小惑星、
火星のフォボスなどの天体から水、鉱物、その他の有用な材料を検出できるかをテス

トしています。この技術は、将来の宇宙ミッションにおける現地資源利用（ISRU）の
可能性を大幅に拡大し、持続可能な宇宙探査と開発に不可欠な基盤を築くものです。

公開日 2026年08月19日  EurekAlert!  アメリカ



詳細

主要成果

SETI Instituteの研究チームは、NASA Innovative Advanced Concepts（NIAC）プログラ
ムの支援を受け、軌道上からのラマン分光法を用いた宇宙資源の遠隔特定技術の開発を
進めています。この革新的なアプローチは、月、地球近傍小惑星（NEO）、火星のフォ
ボスといった天体から、水氷、鉱物、その他の高価値材料を非接触で高精度に検出する
能力を実証することを目指しており、将来の現地資源利用（ISRU）を加速する鍵となり
ます。

技術・臨床詳細

ラマン分光法は、物質にレーザー光を照射し、散乱光のスペクトルを分析することで、
その物質を構成する分子の振動状態に関する情報を得る技術です。これにより、物質の
化学組成や結晶構造を特定できます。SETI Instituteの研究チームは、この技術を宇宙環
境に応用し、軌道上の探査機から、または高速で天体を通過するフライバイミッション
中に、天体表面の岩石、レゴリス（砂）、氷などにレーザーを照射し、その散乱光を遠
隔で検出・解析するシステムの開発を行っています。特に、水氷（H2O）、水和鉱物、

鉄やニッケルなどの金属鉱物、炭素質の有機物といった、宇宙探査や有人ミッションに
不可欠な資源のスペクトルシグネチャを識別することに焦点を当てています。この技術
が確立されれば、着陸探査機を送ることなく、広範囲の宇宙資源マップを迅速かつ効率
的に作成することが可能になります。

背景・業界文脈

持続可能な宇宙探査と長期的な有人ミッションの実現には、地球から物資をすべて運ぶ
のではなく、宇宙空間で現地資源を利用するISRU（In-Situ Resource Utilization）が不可
欠であるという認識が国際的に高まっています。月面の水氷は飲料水、呼吸用の酸素、
ロケット燃料の原料となる可能性があり、小惑星の貴金属は宇宙経済の新たな源泉とな
る可能性があります。しかし、これらの資源がどこに、どれだけの量存在するかを正確
に把握することは、現在の技術では困難です。SETI Instituteのような研究機関がNASA

NIACの支援を受けることで、従来の枠組みに囚われない革新的な技術が開発され、宇
宙資源探査のパラダイムを変える可能性を秘めています。



今後の展望

軌道上ラマン分光法の開発は、宇宙資源探査の効率とコストを劇的に改善する可能性を
秘めています。この技術が実証されれば、将来の月探査、小惑星ミッション、火星衛星
探査において、最適な着陸地点の選定、資源採掘の計画立案、そして資源利用施設の建
設場所決定に不可欠な情報を提供できるようになります。これにより、長期的な月面基
地の建設、火星への有人探査、そして小惑星採掘といった壮大な計画が、より現実的な
ものとなるでしょう。また、この技術は、宇宙の起源や生命の可能性に関する科学的理
解を深める上でも重要なツールとなります。SETI Instituteの取り組みは、人類の宇宙へ
の持続可能な拡大に向けた、科学技術的な基盤を築く重要な一歩です。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1140749

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1140749


#17 英国Space Forge、米国進出の第一歩としてテキサス
A&M大学システムと提携、半導体材料の地上製造・加工
拠点を確立

017_英国Space Forge、米国進出の第一歩としてテキサスA&M大学システムと提携、半導体材
料の地上

概要

英国の先進材料企業Space Forgeは、テキサスA&M大学システムと戦略的な研究契約
を締結し、米国における半導体材料製造および加工能力を確立する第一歩を踏み出し

ました。この提携は、まず地上での材料成長、特性評価、加工技術の研究から開始さ
れ、今後12〜24ヶ月でテキサスA&Mシステム全体での共同研究機会へと拡大する予定
です。Space Forgeは、宇宙環境を活用した高純度材料製造を目指しており、この地上

拠点での協力は、将来の宇宙内製造への重要な基盤を築くものとなります。

公開日 2026年08月17日  Space Forge  イギリス, アメリカ



詳細

主要成果

英国の先進材料企業Space Forgeは、米国市場への本格的な進出の第一歩として、テキ
サスA&M大学システムと戦略的な研究契約を締結しました。この提携により、米国で
の半導体材料の地上製造および加工能力を確立し、将来的な宇宙内製造（In-Space

Manufacturing: ISM）に向けた重要な基盤を構築します。

技術・臨床詳細

Space Forgeは、宇宙の微小重力環境が、地球上では困難な超高純度かつ欠陥の少ない
材料（特に半導体材料）の製造に理想的な条件を提供すると考えています。今回のテキ
サスA&M大学システムとの契約は、この最終目標に向けた中間ステップとして、まず
は地球上で材料の成長、特性評価、加工技術に関する研究と最適化を進めるものです。
具体的には、テキサスA&M大学の材料科学およびエンジニアリングの専門知識と最先
端の研究設備を活用し、シリコンカーバイド（SiC）や窒化ガリウム（GaN）などの次
世代半導体材料の地上での成長プロセスを検証・改善します。この研究を通じて得られ
た知見は、将来的に宇宙空間での製造プロセスに直接適用され、宇宙環境に特化した高
機能半導体材料の量産化を目指します。今後12〜24ヶ月で、この協力はテキサスA&M
システム全体の広範な共同研究機会へと拡大される予定です。

背景・業界文脈

半導体は、現代のデジタル経済と防衛技術の基盤であり、そのサプライチェーンの安定
化と性能向上が世界的な喫緊の課題となっています。米国はCHIPS and Science Actを通
じて国内での半導体製造を強化していますが、Space Forgeのような企業は、微小重力
というユニークな環境を利用して、従来の地上製造では到達できないレベルの材料品質
と性能を実現しようとしています。英国を拠点とするSpace Forgeが米国に拠点を設け
ることは、グローバルな半導体サプライチェーンの多様化と強靭化に貢献するととも
に、宇宙経済における先進材料製造という新しい分野を牽引する戦略的な動きと見なさ
れます。



今後の展望

このSpace ForgeとテキサスA&M大学システムとの提携は、宇宙内製造の実現に向けた
重要なステップであり、両者にとって大きな機会を創出します。短期的には、地上での
材料研究と開発が加速され、既存の半導体製造プロセスの改善にも貢献する可能性があ
ります。長期的には、Space Forgeが軌道上に自社の材料製造モジュールを展開し、宇
宙で半導体材料を生産するビジョンを実現することで、航空宇宙、防衛、先端エレクト
ロニクスなどの分野で、革新的な製品とソリューションが生まれることが期待されま
す。これにより、宇宙空間は単なる探査の場ではなく、高機能材料の「工場」としての
役割を強化し、人類の技術的限界を押し広げることでしょう。この取り組みは、宇宙産
業における新たな価値創造と、地球上の技術進化への貢献という二重の意義を持つこと
になります。

元記事: https://www.semiconductor-today.com/news_items/2026/aug/spaceforge-170826.shtml

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.semiconductor-today.com/news_items/2026/aug/spaceforge-170826.shtml


#18 Microchip Technology、耐放射線性に優れた宇宙用
チップスケール原子時計「Space CSAC-SA65」を発表
し、小型衛星の精密タイミングを革新

概要

Microchip Technologyは、耐放射線性を高めたチップスケール原子時計「Space CSAC-

SA65」を発表しました。この新デバイスは、30kRad以上の総電離線量（TID）耐性を
持ち、-40°Cから+80°Cの広範な動作温度で120mW未満の低消費電力を実現します。こ
れにより、小型で低電力の衛星ミッションにおいて、通信や地球画像処理に不可欠な

精密なタイミング機能を提供します。Space CSAC-SA65は、従来の大型で消費電力の
高い耐放射線タイミングソリューションに代わる、画期的な小型・低電力の選択肢と
して、衛星開発におけるサイズ、重量、電力、コスト（SWaP-C）の削減に大きく貢献

します。

公開日 2026年08月13日  GlobeNewswire  アメリカ



詳細

主要成果

Microchip Technologyは、最新の宇宙用チップスケール原子時計「Space CSAC-SA65」
を発表し、宇宙産業における精密タイミング技術に新たな基準を打ち立てました。この
デバイスは、30kRadを超える総電離線量（TID）耐性と、-40°Cから+80°Cという過酷な
宇宙環境に対応する広い動作温度範囲を特徴としています。さらに、120mW未満とい
う極めて低い消費電力で動作するため、小型衛星における要求の厳しいミッションに理
想的なソリューションとなります。

技術詳細

Space CSAC-SA65は、そのコンパクトなサイズと堅牢な性能により、低軌道（LEO）衛
星コンステレーションや深宇宙探査ミッションで必要とされる、高精度なタイミングと
周波数基準を提供します。衛星通信、地球観測、GPS高精度化、さらには宇宙での科学
実験など、様々な用途でその真価を発揮します。このチップスケール原子時計は、従来
のルビジウム原子時計と比較して大幅な小型化と軽量化を実現しながら、同等の安定性
と精度を維持しています。内部設計には、放射線による影響を最小限に抑えるための独
自のシールド技術と回路最適化が施されており、宇宙空間の厳しい放射線環境下でも信
頼性の高い動作を保証します。

背景・業界文脈

近年、小型衛星の需要が急速に高まっており、これに伴い、高精度かつ低電力で、さら
に耐放射線性を備えたコンポーネントのニーズが増大しています。従来の宇宙用タイミ
ングデバイスは、そのサイズと消費電力の制約から小型衛星への搭載が困難でした。
Space CSAC-SA65の登場は、こうした課題に対する直接的な解決策を提供し、衛星設計
者がより野心的で革新的なミッションを計画することを可能にします。これにより、衛
星開発の柔軟性が向上し、新しい宇宙アプリケーションの開拓が加速されると期待され
ます。



今後の展望

Space CSAC-SA65は、宇宙産業における「New Space」ムーブメント、特に小型衛星市
場の成長をさらに後押しする重要な技術です。精密なタイミングは、宇宙船の自律航
行、地球観測データの同期、そして次世代の宇宙インターネット構築において不可欠な
要素であり、この原子時計はその基盤技術として広範な採用が見込まれます。
Microchip Technologyは、この革新的な製品を通じて、衛星開発コストの削減とミッシ
ョンの成功率向上に貢献し、宇宙技術の進化をリードしていくでしょう。将来的には、
さらなる小型化と機能統合が進み、より多様な宇宙ミッションでの応用が期待されま
す。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/08/13/3344445/0/en/microchip-advances-

space-grade-timing-with-enhanced-radiation-tolerance-and-extended-temperature-performance.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/08/13/3344445/0/en/microchip-advances-space-grade-timing-with-enhanced-radiation-tolerance-and-extended-temperature-performance.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/08/13/3344445/0/en/microchip-advances-space-grade-timing-with-enhanced-radiation-tolerance-and-extended-temperature-performance.html


#19 中国LandSpace、ステンレス鋼製「朱雀三号」ロケッ
ト第1段ブースターの着陸回収に成功し、再使用型ロケッ
ト技術でSpaceXに続く

概要

中国の商業ロケット企業LandSpaceは、2026年8月19日に軌道打ち上げを行った「朱雀

三号」ロケットの第1段ブースターの着陸回収に成功しました。これは、中国がステン
レス鋼製ブースターを含む2つの異なる技術経路で軌道級ロケットの回収を達成した初
の国であることを意味し、画期的な成果です。LandSpaceはこれにより、SpaceXや

Blue Originに匹敵する再使用型ロケット開発企業として名を連ね、打ち上げコストを
数千万人民元削減する見込みです。朱雀三号の第1段は少なくとも20回の再使用を目指
しており、ペイロード1kgあたりのコストを20,000人民元以下に削減し、世界の商業打

ち上げ市場の競争を激化させると期待されます。

公開日 2026年08月19日  South China Morning Post  中国



詳細

主要成果

中国の商業宇宙企業LandSpaceは、2026年8月19日、同社の「朱雀三号」（Zhuque-3）
ロケットの第1段ブースターを軌道打ち上げ後に正常に着陸回収することに成功しまし
た。この偉業は、中国が2種類の異なる技術経路、特に費用対効果の高いステンレス鋼
製ブースターを用いて軌道級ロケットの回収を達成した初の国となったことを示し、世
界の宇宙産業における重要なマイルストーンとなります。

技術詳細

LandSpaceの朱雀三号は、SpaceXのStarshipに類似した、液体メタンと液体酸素を推進
剤とする再使用可能なステンレス鋼製ロケットです。このロケットは、中国独自の「天
鵲」（Tianque）エンジンを採用しており、今回の回収成功は、再使用可能な宇宙輸送
システム開発におけるLandSpaceの技術的成熟度を明確に示しています。ブースターの
回収技術は、精密な誘導システム、逆推力噴射、そして着陸脚の展開を含む一連の複雑
な操作を伴います。朱雀三号の第1段は、少なくとも20回の再使用を目指して設計され
ており、これによりペイロード1kgあたりの打ち上げコストを20,000人民元以下に削減
することが目標とされています。これは、従来の使い捨てロケットに比べて大幅なコス
ト削減を可能にし、宇宙へのアクセスをより手頃なものにします。

背景・業界文脈

再使用可能なロケット技術は、宇宙打ち上げコストを劇的に削減し、宇宙産業の商業化
を加速させる鍵として世界的に注目されています。SpaceXがFalcon 9ロケットで再使用
技術を確立して以来、多くの国や企業がこの分野に投資してきました。LandSpaceの成
功は、中国がこの競争において有力なプレーヤーとして浮上したことを示しています。
中国政府は、宇宙産業の商業化と民間企業の育成を積極的に支援しており、今回の朱雀
三号の成功はその政策の具体的な成果と言えます。これにより、中国の商業宇宙企業は
国際市場での競争力を高め、世界の打ち上げサービスプロバイダーの勢力図に変化をも
たらす可能性があります。



今後の展望

LandSpaceの朱雀三号ブースター回収の成功は、中国の商業宇宙産業にとって転換点と
なるでしょう。再使用可能なロケット技術の成熟は、衛星コンステレーションの展開、
宇宙観光、資源探査など、多様な宇宙ミッションの実現可能性を飛躍的に高めます。今
後、LandSpaceは朱雀三号の運用化を進め、より多くの商業打ち上げサービスを提供す
ることで、グローバルな宇宙輸送市場における主要なプレイヤーとしての地位を確立す
るでしょう。また、この成功は、中国の他の商業宇宙企業にも刺激を与え、国内全体の
イノベーションと競争を促進し、長期的な宇宙開発戦略における重要な役割を果たすこ
とが期待されます。

元記事: https://www.scmp.com/news/china/science/article/3364492/chinas-landspace-beats-spacex-

steel-booster-recovery-after-orbital-launch

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.scmp.com/news/china/science/article/3364492/chinas-landspace-beats-spacex-steel-booster-recovery-after-orbital-launch
https://www.scmp.com/news/china/science/article/3364492/chinas-landspace-beats-spacex-steel-booster-recovery-after-orbital-launch


#20 軌道上での半導体・医薬品製造が加速：米国で税制優
遇議論、中国も「天宮」で微小重力利用推進

概要

宇宙空間での製造業、特に微小重力環境下での半導体や医薬品の生産が急速に発展し
ています。企業は、地球上では達成困難な、より高品質な半導体結晶や強化されたタ
ンパク質構造などの材料を軌道上で製造することを目指しています。米国では、宇宙

ベースの半導体製造への48D税額控除適用が議論されており、これは新興の軌道経済
への投資を促進し、米国のリーダーシップを強化する狙いがあります。一方、中国も
天宮宇宙ステーションで微小重力製造を積極的に探求しており、次世代技術分野での

世界的な競争が激化しています。

公開日 2026年08月13日  Space Index  国際



詳細

主要成果

宇宙空間での製造業が、半導体や医薬品の分野を中心に急速に加速しており、微小重力
環境と真空を活用した画期的な材料生産が現実のものとなりつつあります。この新しい
産業は、地球上の製造プロセスでは不可能な、欠陥の少ない半導体結晶や、より安定し
た構造を持つタンパク質結晶の生成といった、優れた特性を持つ材料の生産を可能にす
ると期待されています。

技術・臨床詳細

微小重力環境は、地球上での結晶成長に影響を与える対流や沈降といった現象を排除し
ます。これにより、より均一で純粋な結晶構造を持つ半導体を製造できる可能性があり
ます。これは、次世代の高性能コンピューティングや通信システムに不可欠な要素で
す。医薬品分野では、微小重力下で成長させたタンパク質結晶は、より大きく、より秩
序だった構造を持つことが示されており、これにより、新たな創薬ターゲットの特定
や、より効果的な薬剤の開発につながると期待されています。具体的には、モノクロー
ナル抗体や低分子薬の結晶化プロセスにおいて、地球上では困難な高純度・高効率の結
晶化が実現される可能性があります。これらの宇宙で製造された材料は、癌治療薬や感
染症ワクチンなど、幅広い医療分野への応用が視野に入っています。

背景・業界文脈

宇宙製造業への関心は、ISS（国際宇宙ステーション）での初期実験から始まり、近
年、商業宇宙企業の参入によって本格化しています。各国政府もこの分野の戦略的重要
性を認識しており、米国では、宇宙ベースの半導体製造を国内のインフラ投資を促進す
る48D税額控除の対象に含めるべきかという政策議論が進行中です。この動きは、米国
の技術的優位性を確保し、サプライチェーンの強靭化を図ることを目的としています。
同時に、中国も国家的な取り組みとして、独自の天宮宇宙ステーションを活用した微小
重力製造の研究開発に多額の投資を行っており、次世代の技術覇権を巡る国際競争が激
化しています。この技術競争は、宇宙産業全体の成長を促進するだけでなく、地球上の
産業にも波及効果をもたらす可能性があります。



今後の展望

宇宙空間での製造業は、まだ初期段階にあるものの、その潜在力は計り知れません。今
後、軌道上プラットフォームのコスト削減とアクセス性の向上が進めば、より多くの企
業がこの分野に参入し、生産規模が拡大するでしょう。特に、低軌道（LEO）に特化し
た製造施設や、より自律的な製造システムの開発が鍵となります。将来的には、宇宙製
造された高性能材料が地球上の主要産業に供給されるようになり、新たなビジネスモデ
ルやサプライチェーンが確立される可能性があります。また、月面や火星での現地資源
を利用した製造（In-Situ Resource Utilization: ISRU）への道も開かれ、人類の長期的な
宇宙進出を支える基盤となることが期待されます。

元記事: https://spaceindex.io/sectors/in-space-manufacturing

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spaceindex.io/sectors/in-space-manufacturing


#21 インドのSerendipity Space、準宇宙空間での自律型
医薬品製造システム「Alchemy」の試験飛行に成功

概要

インドのスタートアップSerendipity Spaceは、準宇宙空間で自律的な医薬品製造が可
能なプロトタイプ衛星システム「Alchemy」の飛行試験に成功しました。このシステ
ムは、モノクローナル抗体療法や低分子薬に焦点を当て、薬剤結晶化プロセスを実証

し、制御された帰還中に結晶の完全性を維持しました。この成果により、Serendipity

Spaceは、微小重力を活用して地上での薬剤開発の制約を克服し、医薬品企業に低軌道
（LEO）ベースの製造サービスを提供するインド初の企業となる可能性が高まりまし

た。

公開日 2026年08月13日  Fortune India  インド



詳細

主要成果

インドの宇宙スタートアップSerendipity Spaceは、準宇宙空間で自律的な医薬品製造プ
ロセスを実行できるプロトタイプ衛星システム「Alchemy」の飛行試験に成功しまし
た。この画期的な成果は、微小重力環境が創薬と医薬品製造にもたらす可能性を実証
し、インドが商業宇宙製造の分野で先駆的な役割を果たす道を開くものです。

技術・臨床詳細

「Alchemy」システムは、モノクローナル抗体療法や低分子薬に特化した薬剤結晶化プ
ロセスを実施するように設計されています。飛行試験では、微小重力下での薬剤の結晶
成長と、その後地球への制御された帰還時における結晶構造の完全性維持が成功裏に実
証されました。地上での薬剤結晶化は、重力の影響による不均一性や欠陥が生じやすい
という課題を抱えています。微小重力環境は、対流や沈降を排除し、より大きく、より
純粋で、より秩序だった結晶構造の生成を可能にします。これにより、医薬品の安定
性、溶解度、バイオアベイラビリティが向上する可能性があり、新薬開発の効率化と品
質向上に貢献します。Serendipity Spaceは、この技術を基盤として、製薬企業向けに低
軌道（LEO）でのカスタム製造サービスを提供することを目指しています。

背景・業界文脈

宇宙空間での製造業、特に医薬品分野への関心は世界的に高まっています。国際宇宙ス
テーション（ISS）での研究により、微小重力がタンパク質結晶成長や細胞培養に与え
る利点が実証されてきました。しかし、これらの活動は主に研究目的であり、商業規模
での製造には課題がありました。Serendipity Spaceの成功は、この分野における商業化
に向けた重要な一歩であり、インドの成長著しい宇宙産業と製薬産業の融合を象徴して
います。インド政府は、国内の宇宙産業の民間部門参入を積極的に推進しており、今回
の成果は、その政策が実を結びつつあることを示すものです。



今後の展望

Serendipity Spaceの「Alchemy」システムの成功は、創薬研究と医薬品製造の未来に大
きな影響を与える可能性があります。将来的には、より高度な軌道上製造工場が開発さ
れ、地球上では生産が困難な特殊医薬品や高機能材料の生産拠点となることが期待され
ます。これにより、製薬企業は新たな治療法開発の加速、生産効率の向上、そしてより
高品質な医薬品へのアクセスが可能になるでしょう。Serendipity Spaceは、インド初の
LEOベース医薬品製造サービスプロバイダーとして、グローバルな医薬品市場において
独自の地位を築き、宇宙経済の発展に貢献するとともに、人類の健康増進に新たな可能
性をもたらすことが期待されます。

元記事: https://www.fortuneindia.com/startups-news/serendipity-space-successfully-tests-in-space-

manufacturing-moves-closer-to-offering-pharmaceutical-processing-in-microgravity/153722

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#22 米宇宙軍、Rocket Labに3.97億ドルの「Flatellites」
開発契約を授与、空中脅威追跡能力を強化

概要

米宇宙軍は、Rocket Labに3億9,700万ドルの大型契約を授与し、空中脅威を追跡する
ための「Flatellites」と呼ばれる衛星群を設計、製造、打ち上げ、運用することを発表
しました。この契約は、宇宙ベース空中移動目標指示（SB-AMTI）プログラムの下で

資金提供され、Rocket Labにとって今年最大の国防契約となります。これにより、統
合軍のためのレジリエントな宇宙ベースのセンシング層の展開に貢献し、同社は国家
安全保障ミッション向けの展開可能な打ち上げシステムであるGHOSTの開発も同時に

推進します。

公開日 2026年08月14日  Space.com  アメリカ



詳細

主要成果

米宇宙軍は、Rocket Labに対し、空中脅威追跡能力を大幅に強化することを目的とした
「Flatellites」と呼ばれる衛星群の開発、製造、打ち上げ、運用に3億9,700万ドルの契約
を授与しました。この契約は、Rocket Labにとって2026年最大の国防契約であり、同社
の国家安全保障宇宙分野における重要な役割を浮き彫りにしています。

技術詳細

「Flatellites」は、宇宙ベース空中移動目標指示（SB-AMTI）プログラムの一環として開
発され、地球上の空中を移動する標的（例: 巡航ミサイル、極超音速兵器）を宇宙から
追跡する能力を提供します。これは、従来の地上または航空機ベースのレーダーシステ
ムでは困難な、広範囲かつ持続的な監視を可能にします。Rocket Labは、小型衛星の製
造と打ち上げにおける豊富な実績を活かし、これらの特殊な衛星を迅速かつコスト効率
よく展開することが期待されています。Flatellitesは、高度なセンサーとデータ処理能力
を搭載し、リアルタイムで脅威情報を収集・分析し、統合軍事ネットワークに提供する
ことで、意思決定プロセスを加速させます。このプロジェクトはまた、同社が並行して
開発を進めている、国家安全保障ミッションに特化した展開可能な打ち上げシステム
「GHOST」の開発とも連携し、宇宙軍の応答性をさらに向上させることが見込まれま
す。

背景・業界文脈

近年、世界の安全保障環境は複雑化しており、特に極超音速兵器やステルス技術の進化
により、空中脅威の探知と追跡は喫緊の課題となっています。米宇宙軍は、宇宙を戦闘
領域として認識し、レジリエントで分散化された宇宙ベースのインフラ構築に注力して
います。今回の契約は、この戦略的ビジョンの一環であり、単一の衛星が標的となるリ
スクを低減し、より堅牢な宇宙監視ネットワークを構築することを目指しています。
Rocket Labのような商業宇宙企業との連携は、政府が革新的な技術を迅速に調達し、開
発コストを抑えるための重要な手段となっています。この動きは、宇宙産業における民
間企業の役割が軍事・防衛分野で拡大していることを明確に示しています。



今後の展望

Rocket LabがFlatellitesの開発を進めることで、米宇宙軍の空中脅威追跡能力は飛躍的に
向上するでしょう。これは、国家安全保障ミッションの遂行において、より迅速かつ正
確な情報を提供し、優位性を確保するための重要な基盤となります。この契約は、
Rocket Labの成長戦略において大きな節目となるだけでなく、同社が小型衛星製造から
打ち上げ、さらにミッション運用までを統合的に提供する、垂直統合型宇宙企業として
の地位を確立する一助となります。今後、このような脅威追跡衛星コンステレーション
の展開は、国際的な安全保障体制に大きな影響を与え、宇宙空間の利用と軍事化に関す
る議論をさらに深めることが予想されます。Flatellitesの成功は、将来の宇宙ベース防衛
システムの設計と展開に重要な青写真を提供するでしょう。

元記事: https://www.space.com/space-exploration/satellites/us-space-force-gives-rocket-lab-usd397-

million-to-build-threat-tracking-flatellites

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.space.com/space-exploration/satellites/us-space-force-gives-rocket-lab-usd397-million-to-build-threat-tracking-flatellites
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#23 中国、商業宇宙産業が急成長：2025年に打ち上げ回
数50回を達成し、第15次5カ年計画で国家戦略の中核に

概要

中国の商業宇宙産業は、政府の強力な支援政策、技術革新、そして市場の旺盛な需要
に牽引され、急速な拡大を続けています。2025年には商業宇宙打ち上げが50回に達
し、これは中国全体の打ち上げの半分以上を占めるまでに成長しました。政府は第15

次5カ年計画（2026-2030年）において航空宇宙分野を戦略的基幹産業と明確に位置づ
け、その重要性を強調しています。最近では、8月5日に海域からSmart Dragon-3ロケ
ットが打ち上げられ、海洋からの宇宙作戦能力向上とオフショア打ち上げ・回収にお

ける商業部門の進展が示され、商業宇宙が国家戦略に深く統合されていることが浮き
彫りになりました。

公開日 2026年08月14日  Xinhua  中国



詳細

主要成果

中国の商業宇宙産業は、政策的な支援、技術的ブレークスルー、そして活発な市場需要
によって急速な成長を遂げています。2025年には、商業宇宙打ち上げが年間50回に達
し、これは中国の総打ち上げ回数の過半数を占めるという驚異的な数字を記録しまし
た。これは、商業部門が中国の宇宙開発において不可欠な柱として確立されたことを明
確に示しています。

技術・臨床詳細

中国政府は、第15次5カ年計画（2026-2030年）において、航空宇宙産業を国家の戦略
的基幹産業として明確に位置づけ、長期的な発展を保証しています。この政策的枠組み
は、民間企業によるロケット開発、衛星製造、宇宙サービス提供への大規模な投資を促
進しています。最近の顕著な成果として、8月5日には海域からのSmart Dragon-3ロケッ
トの打ち上げが成功しました。この打ち上げは、中国の海洋宇宙作戦能力を向上させる
だけでなく、洋上からの打ち上げと回収技術における商業宇宙産業の進展を示すもので
す。特に、海上打ち上げは、より広い打ち上げ方位を提供し、人口密集地へのリスクを
低減する利点があり、商業利用に適しています。これらの技術革新は、中国が独自の衛
星コンステレーション構築や深宇宙探査計画を加速させるための基盤となっています。

背景・業界文脈

かつては国家主導が中心だった中国の宇宙産業は、過去10年間にわたり民間企業の参入
が奨励され、ダイナミックな商業エコシステムへと変貌を遂げてきました。この変化
は、国有企業と民間企業が協力し、競争し合うことで、技術革新と効率性の向上を推進
しています。政府の支援政策には、資金援助、規制緩和、インフラの共有などが含まれ
ており、これによりLandSpace、i-Space、GalaxySpaceといった企業が台頭していま
す。このような国家戦略への商業宇宙の統合は、米国やヨーロッパの商業宇宙開発モデ
ルと類似しており、グローバルな宇宙競争において中国の競争力を高める上で不可欠な
要素となっています。



今後の展望

中国の商業宇宙産業は、今後も継続的な成長が見込まれます。政府の継続的な政策支援
と民間企業のイノベーションにより、ロケット打ち上げ、衛星製造、宇宙データサービ
ス、宇宙観光といった分野でさらなる進展が期待されます。特に、再使用可能なロケッ
ト技術や、大規模な衛星インターネットコンステレーションの構築は、今後の主要な焦
点となるでしょう。この急成長は、世界の宇宙市場における中国の影響力を拡大し、新
たなパートナーシップや競争環境を生み出す可能性があります。最終的に、商業宇宙部
門の発展は、中国の科学技術力全体を底上げし、経済成長と国家安全保障の両面におい
て重要な役割を果たすと期待されます。

元記事: https://english.news.cn/20260814/f6b518b17d3d45a3842b910217a839f8/c.html

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://english.news.cn/20260814/f6b518b17d3d45a3842b910217a839f8/c.html


#24 Lunar Station Corp、NASAデータを統合し商業月面
インフラをモデル化、NASAアルテミス計画の月面基地建
設を支援

概要

Lunar Station Corpは、NASAの広範な環境データセットを自社のMoonStationプラット

フォームに統合し、商業月面インフラの高度なモデリングを実現しました。この技術
統合により、月面への着陸船運用者や資源採掘開発者は、月面地形、熱流束、放射線
レベル、水氷などの資源アクセス性を詳細に分析できるようになります。これは、

NASAアルテミス計画が目標とする月面南極への恒久的な月面基地設立を支援するもの
で、特に生命維持やロケット推進剤に不可欠な水氷の現地資源利用（ISRU）における
技術的課題克服に貢献します。NASAは、原子力発電を含む電力システムに焦点を当

て、長期的な人間活動を支える持続可能な居住インフラの構築を目指しています。

公開日 2026年08月13日  SatNews  アメリカ



詳細

主要成果

Lunar Station Corpは、NASAの包括的な月面環境データセットをMoonStationプラット
フォームに統合し、商業月面インフラのモデル化能力を大幅に向上させました。この統
合により、月面着陸船の運用者や資源採掘開発者は、月面地形、熱流束、放射線環境、
および水氷などの重要資源へのアクセス性について、これまで以上に詳細な分析が可能
になります。

技術詳細

MoonStationプラットフォームは、NASAが収集した高解像度の月面画像、地形デー
タ、温度変動、放射線マップ、および地下資源探査データ（特に月の南極に豊富に存在
するとされる水氷の分布）を統合し、視覚化する能力を持っています。これにより、ユ
ーザーは月面における最適な着陸地点の選定、基地建設場所の評価、採掘作業の計画、
そして長期的な運用リスクの軽減を行うことができます。特に、月面南極地域は、永久
影クレーター内に水氷が存在する可能性が高く、これを生命維持システムやロケット推
進剤（水から水素と酸素を生成）として利用する現地資源利用（ISRU）は、アルテミス
計画の成功に不可欠です。Lunar Station Corpのプラットフォームは、ISRU技術開発と
展開を支援するための詳細な環境コンテキストを提供し、月面における持続可能な人間
の存在を可能にするための重要なツールとなります。

背景・業界文脈

NASAのアルテミス計画は、2020年代後半までに月面南極に恒久的な人間の基地を設立
するという野心的な目標を掲げています。この計画は、長期的な月面探査を可能にし、
最終的には火星への有人ミッションの足がかりとすることを目指しています。しかし、
月面、特に極地の極端な環境（深い影、極端な温度変化、高レベルの放射線）での運用
は、大きな技術的課題を伴います。これらの課題を克服するためには、月面環境を正確
に理解し、予測する能力が不可欠です。Lunar Station Corpのような民間企業がNASAの
データと協力することで、政府主導のミッションと商業的な月面開発の橋渡しとなり、
宇宙経済の拡大を促進しています。NASAはまた、アルテミス月面基地の電力供給のた
め、小型原子力発電システムを含む革新的な電力ソリューションの利用を検討してお
り、持続可能な長期滞在を可能にするインフラ構築に注力しています。



今後の展望

Lunar Station CorpとNASAのデータ統合は、商業的な月面開発とアルテミス計画の成功
に不可欠な基盤を提供します。このプラットフォームは、月面ミッションの計画と実行
の効率を向上させ、リスクを低減することで、月面における人間の活動の範囲と持続可
能性を拡大するでしょう。今後、より多くの企業や研究機関がMoonStationプラットフ
ォームを利用し、月面資源の探査、採掘、利用、そして月面基地の建設において協力す
ることが期待されます。この動きは、月を地球の経済圏の一部として統合し、宇宙を新
たな商業フロンティアとして確立するための重要な一歩となります。将来的には、月面
での定住と、それに続く火星探査の実現に向けた道筋が、このようなデータ駆動型のア
プローチによって舗装されることでしょう。

元記事: https://satnews.com/2026/08/13/lunar-station-corp-integrates-nasa-datasets-to-model-

commercial-surface-infrastructure/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://satnews.com/2026/08/13/lunar-station-corp-integrates-nasa-datasets-to-model-commercial-surface-infrastructure/
https://satnews.com/2026/08/13/lunar-station-corp-integrates-nasa-datasets-to-model-commercial-surface-infrastructure/


#25 米宇宙軍、Amazon LEO、Lockheed Martinなど5社
と1,200万ドル契約を締結し、レジリエントな「宇宙デー
タネットワーク（SDN）」の構築を加速

概要

米宇宙軍は、レジリエントでオープンアーキテクチャの宇宙データネットワーク

（SDN）構築に向け、Amazon LEO for Government、Lockheed Martin、Northrop

Grumman、Rocket Lab、York Space Systemsの5社とそれぞれ1,200万ドルの固定価格
契約およびその他の取引機関契約を締結しました。これらの契約は、SDNのバックボ

ーン間でマルチベンダー相互接続のプロトタイプを開発・実証し、軌道ルーターとし
て機能する宇宙交換点（SEP）衛星の開発に資金を提供します。この取り組みは、
SpaceXとの29億ドルのSDNバックボーン契約に続くもので、宇宙軍の高速データ転送

および戦術通信コンステレーションに対するマルチベンダーアプローチを検証するこ
とを目的としています。

公開日 2026年08月13日  ExecutiveBiz  アメリカ



詳細

主要成果

米宇宙軍は、レジリエントでオープンアーキテクチャの宇宙データネットワーク
（SDN）の開発を加速するため、Amazon LEO for Government、Lockheed Martin、
Northrop Grumman、Rocket Lab、York Space Systemsの5社と、それぞれ1,200万ドル相
当の固定価格契約およびその他の取引機関契約を締結しました。この動きは、宇宙空間
における高速データ転送と戦術通信能力の強化を目指すもので、主要な宇宙企業との協
力関係を拡大します。

技術詳細

これらの契約の主な目的は、SDNのバックボーン間で異なるベンダーのシステムが相互
に接続できるマルチベンダー相互接続のプロトタイプを開発し、実証することです。具
体的には、地球低軌道（LEO）でデータ転送のハブとして機能する「宇宙交換点
（SEP）衛星」、つまり軌道ルーターの開発が中心となります。SEP衛星は、宇宙空間で
のデータルーティングと転送を最適化し、宇宙軍の広範なミッションを支援する堅牢な
通信基盤を構築します。この取り組みは、以前にSpaceXと締結された29億ドルのSDN

バックボーン契約を補完するものであり、単一ベンダーへの依存を減らし、システムの
回復力と柔軟性を高めることを目的とした、マルチベンダーアプローチの有効性を検証
するものです。参加企業は、それぞれの専門知識を活かし、革新的な技術ソリューショ
ンを提案・実装することで、SDNの全体的なアーキテクチャと性能向上に貢献します。

背景・業界文脈

現代の軍事作戦において、宇宙ベースのデータ通信は不可欠な要素となっています。特
に、敵対勢力による宇宙アセットへの脅威が増大する中、米宇宙軍は、単一障害点に依
存しない、より分散化され、回復力のある宇宙インフラの構築を喫緊の課題としていま
す。SDNは、この戦略的ビジョンの中心をなし、戦術的な情報共有、リアルタイムの監
視、および迅速な意思決定を可能にするための高速かつセキュアな通信を提供します。
民間企業との大規模な契約は、政府が最先端の技術を迅速に調達し、イノベーションを
加速させるための効果的な手段として機能します。これは、宇宙産業が国家安全保障の
重要な担い手となっている現在のトレンドを反映しています。



今後の展望

米宇宙軍とこれら5社の協力は、SDNの構築を大きく前進させ、将来の宇宙作戦におけ
る通信能力を大幅に強化するでしょう。マルチベンダーアプローチの成功は、宇宙軍が
技術革新を継続的に取り入れ、変化する脅威環境に適応するための基盤を築きます。こ
のネットワークは、宇宙空間におけるデータの流れをより効率的かつ安全にし、地球上
の軍事作戦と宇宙アセットとの間のシームレスな統合を促進します。長期的には、この
SDNは、宇宙領域認識、ミサイル防衛、そしてより広範な国家安全保障上の目標達成に
不可欠な役割を果たすと期待されます。このプロジェクトの成功は、商業宇宙産業と国
防部門とのパートナーシップの模範事例となり、宇宙分野でのさらなる協力の道を拓く
でしょう。

元記事: https://www.executivebiz.com/articles/space-force-5-space-data-network-contract-awards

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.executivebiz.com/articles/space-force-5-space-data-network-contract-awards


#26 ESA、Ispace-Europeの月極地氷探査ローバーミッシ
ョンに6,500万ユーロを拠出、水氷とヘリウム3の持続可能
な採掘を目指す

概要

欧州宇宙機関（ESA）は、ルクセンブルクを拠点とするIspace-Europeの月極地氷探査

ローバーミッションに6,500万ユーロ（約100億円）を拠出しました。このミッション
は、月の南極地域に豊富に存在するとされる水氷と、将来的なエネルギー源として期
待されるヘリウム3の持続可能な抽出技術を確立することを目的としています。Ispace

は、2025年初頭のHakuto-Rミッション2を通じて、月面物質収集のためのアップグレ
ードされた技術を試験し、JAXAとの協力関係も強化しながら、月への貨物輸送の基盤
構築を進めています。

公開日 2026年08月20日  Spacetech (Facebook経由)  ヨーロッパ



詳細

主要成果

欧州宇宙機関（ESA）は、ルクセンブルクに拠点を置くIspace-Europeが提案する月極地
氷探査ローバーミッションに対し、6,500万ユーロ（約100億円）という大規模な資金提
供を行うことを決定しました。この資金は、月の南極地域に存在する水氷とヘリウム3

の持続可能な抽出技術を開発・実証するために使われ、月面資源利用の商業化に向けた
重要な一歩となります。

技術詳細

このミッションでは、月面ローバーが月の南極地域に展開され、氷の存在量、分布、お
よび化学組成を詳細に分析するための高度な科学機器が搭載されます。特に水氷は、将
来の月面基地における生命維持システム（飲料水、酸素）やロケット推進剤（水素、酸
素）の原料として極めて重要です。また、ヘリウム3は、地球上では希少な同位体であ
り、核融合燃料としての潜在能力を持つため、その採掘技術は将来のエネルギー供給に
大きな影響を与える可能性があります。Ispace-Europeは、親会社であるIspaceが過去の
ミッション（Hakuto-Rミッション1の着陸失敗を含む）で得た教訓を活かし、月面物質
収集技術をアップグレードしてHakuto-Rミッション2（2025年初頭予定）で再挑戦しま
す。これにより、ローバーが水氷やレゴリスを効率的に採取し、その場で分析またはサ
ンプルを地球に持ち帰る能力を向上させます。また、Ispaceは日本の宇宙航空研究開発
機構（JAXA）との協力を強化し、将来の月着陸船の試験範囲を拡大することで、月への
信頼性の高い貨物輸送の基盤を築くことを目指しています。

背景・業界文脈

月面資源の探査と利用は、アルテミス計画を筆頭とする各国および商業組織の月探査ミ
ッションの中心的な目標の一つとなっています。月の南極に存在する水氷は、月面での
長期的な人間の存在を可能にする「現地資源利用（ISRU）」の鍵と考えられています。
ESAのこの大規模な資金提供は、ヨーロッパがこの新たな宇宙経済フロンティアにおい
て重要な役割を果たすという強い意思を示しています。Ispaceのような商業企業は、政
府機関とのパートナーシップを通じて、リスクの高い初期段階の技術開発を加速させ、
最終的に商業的なサービス提供へと繋げようとしています。これは、宇宙開発が国家プ
ロジェクトから、官民連携による商業活動へと移行しているグローバルなトレンドを反
映しています。



今後の展望

ESAの支援を受けたIspace-Europeの月極地氷探査ミッションは、月面における持続可能
な資源利用の実現に向けた重要な試金石となるでしょう。このミッションで得られるデ
ータと技術は、将来の月面基地建設、有人月探査、さらには火星ミッションへの準備に
不可欠な知見を提供します。水氷やヘリウム3の抽出技術が確立されれば、月は地球の
経済圏の一部となり、宇宙経済の新たな柱となる可能性があります。Ispaceの継続的な
取り組みとJAXAとの協力は、月への貨物輸送能力を向上させ、より多くの月面ミッショ
ンを実現するための基盤を強化します。これは、月が単なる科学的探査の対象から、経
済活動の舞台へと変貌を遂げる転換点となるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/siliconluxembourg/posts/spacetech-european-space-agency-esa-

commits-65-million-to-send-europes-first-lun/1632590712207823/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/siliconluxembourg/posts/spacetech-european-space-agency-esa-commits-65-million-to-send-europes-first-lun/1632590712207823/
https://www.facebook.com/siliconluxembourg/posts/spacetech-european-space-agency-esa-commits-65-million-to-send-europes-first-lun/1632590712207823/


#27 EPC Space、宇宙コンピューティング向けに1Mrad超
耐放射線性の新型eGaN FETs（15V/25V/40V）を発表、
AI/HPCの電力密度向上に貢献

概要

EPC Spaceは、次世代の宇宙コンピューティングシステム向けに、3種類の新しい耐放

射線性eGaN（窒化ガリウム）パワー・トランジスタ（EPC7050PCSH、
EPC7066PCSH、EPC7065PCSH）を発表しました。これらのデバイスは、それぞれ
15V、25V、40Vの定格電圧を持ち、最大101Aの連続電流をサポートし、1Mradを超え

る総電離線量（TID）耐性を示します。低オン抵抗、高電流容量、高速スイッチング能
力をコンパクトなPQFNパッケージに統合することで、宇宙船におけるAIや高性能コン
ピューティング（HPC）の電力供給要件に対応し、宇宙制約のあるシステムにおける

電力密度と変換効率を劇的に向上させることを目指します。

公開日 2026年08月19日  Power Electronics News  アメリカ



詳細

主要成果

EPC Spaceは、次世代宇宙コンピューティングシステム向けに設計された、3つの新しい
耐放射線性 eGaN（窒化ガリウム）パワー・トランジスタ（ EPC7050PCSH、
EPC7066PCSH、EPC7065PCSH）を発表しました。これらのデバイスは、15V、25V、
40Vの定格電圧に対応し、最大101Aの連続電流を供給可能であり、1Mradを超える優れ
た総電離線量（TID）耐性を備えています。この発表は、宇宙船のAIおよび高性能コン
ピューティング（HPC）アプリケーションにおける電力供給の課題を解決する画期的な
進展です。

技術詳細

新発表されたeGaN FETsは、その固有の特性により、宇宙環境で要求される高い性能と
信頼性を実現します。低オン抵抗（RDS(on)）により電力損失を最小限に抑え、高電流能

力はAIプロセッサやHPCモジュールへの安定した電力供給を可能にします。さらに、高
速スイッチング動作により、電力変換効率が向上し、システム全体の熱管理が容易にな
ります。これらの特性は、宇宙船においてスペースと重量が厳しく制限される中で、電
源回路の小型化と軽量化に直結します。デバイスは、堅牢なPQFN（Plastic Quad Flat

No-Lead）パッケージに収められており、宇宙空間の厳しい振動や熱サイクルにも耐え
うる設計となっています。1Mradを超えるTID耐性は、長期ミッションや高放射線帯で
の運用においても、デバイスの機能低下を抑制し、システムの寿命と信頼性を確保する
ために不可欠です。

背景・業界文脈

近年、宇宙ミッションは、地球観測、通信、深宇宙探査などにおいて、より複雑でデー
タ集約的なタスクを処理する必要性が増しています。これに伴い、宇宙船内でのAIおよ
び高性能コンピューティングの採用が加速しており、これらのシステムを駆動するため
の高効率かつ耐放射線性に優れた電力変換ソリューションが強く求められています。従
来のシリコンベースのパワー・トランジスタは、放射線に対する脆弱性や、電力密度、
スイッチング速度の限界から、これらの要件を満たすことが困難でした。GaN技術は、
シリコンに比べて優れたバンドギャップと電子移動度を持つため、より高い周波数での
動作、低損失、高効率を実現し、宇宙環境での電力変換のゲームチェンジャーとして注
目されています。EPC Spaceのこれらの新製品は、この技術トレンドをリードし、宇宙
産業における電力システムの革新を推進します。



今後の展望

EPC Spaceの耐放射線性eGaN FETsの導入は、宇宙船設計に新たな可能性をもたらしま
す。これにより、より小型で強力なオンボードAIプロセッサ、データセンター、通信シ
ステムを宇宙空間に展開することが可能になります。電力供給の効率化と信頼性向上
は、宇宙船のペイロード能力の増加、ミッション期間の延長、そしてより自律的な宇宙
システムへの道を開くでしょう。これは、火星や月への有人ミッション、大規模な衛星
コンステレーション、そして次世代の深宇宙探査機の開発にとって不可欠な要素となり
ます。EPC Spaceは、この革新的な技術を通じて、宇宙コンピューティングの未来を形
作り、人類の宇宙進出を加速させる上で重要な役割を果たすことが期待されます。

元記事: https://www.powerelectronicsnews.com/epc-space-launches-rad-hard-15v-25v-and-40v-egan-

fets/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.powerelectronicsnews.com/epc-space-launches-rad-hard-15v-25v-and-40v-egan-fets/
https://www.powerelectronicsnews.com/epc-space-launches-rad-hard-15v-25v-and-40v-egan-fets/


#28 中国、Geely傘下のGeespaceに衛星IoT商用試験許可
を付与、民間宇宙通信市場を本格開放

概要

中国政府は、電気自動車大手Geelyが出資するZhejiang Geespace Technologyに対し、
衛星IoTサービスに関する2年間の商用試験許可を付与しました。これは、中国の民間
企業が衛星IoTの商用試験の承認を受けた初の事例であり、衛星通信市場を民間資本に

本格的に開放するという北京の政策的取り組みを明確に示しています。Geespaceは、
スマート交通、海洋漁業、エネルギー、水インフラなどの分野で低消費電力かつ広範
囲な接続を提供し、中国の商業宇宙部門の発展を加速させると期待されます。

公開日 2026年08月21日  South China Morning Post  中国



詳細

主要成果

中国政府は、電気自動車大手Geelyが出資するZhejiang Geespace Technologyに対して、
衛星IoTサービスに関する2年間の商用試験許可を付与しました。この決定は、中国の民
間企業としては初めて衛星IoT商用試験の承認を受けた画期的なものであり、衛星通信
市場を民間資本に開放するという中国政府の明確な意図を示しています。

技術詳細

Geespaceは、低軌道（LEO）衛星コンステレーションを運用し、地球上のあらゆる場
所、特に従来の地上ネットワークが届かない遠隔地や海洋地域において、低消費電力か
つ広範囲なモノのインターネット（IoT）接続を提供します。今回の商用試験許可によ
り、同社はスマート交通システム（自動運転車のリアルタイム通信、車両追跡）、海洋
漁業（漁船のモニタリング、気象データ収集）、エネルギーインフラ（石油・ガスパイ
プラインの監視、スマートグリッド通信）、水インフラ（ダムの水位監視、水質管理）
など、多岐にわたる分野で実際の商業サービスを展開・検証できるようになります。
Geespaceの衛星ネットワークは、センサーデータを収集し、それを地上ステーションに
中継することで、これらの産業の運用効率と安全性を劇的に向上させることを目指して
います。この技術は、中国のデジタル経済を支える重要なインフラとなり、遠隔地のデ
ータ収集と管理を革新する可能性を秘めています。

背景・業界文脈

中国は近年、商業宇宙部門の発展を強力に推進しており、民間企業の参入を奨励するこ
とで、宇宙産業のイノベーションと効率性を高めようとしています。かつては国有企業
が独占していた宇宙分野に民間資本を導入するこの動きは、米国のSpaceXやヨーロッパ
の企業が主導するグローバルな商業宇宙競争において、中国の競争力を強化するための
戦略的決定です。特に、衛星IoTは、次世代の接続ソリューションとして大きな市場潜
在力を持っており、5Gや将来的には6Gと統合されることで、より広範なアプリケーシ
ョンとサービスを可能にすると見られています。Geelyのような自動車メーカーが宇宙
通信事業に参入することは、スマートモビリティとコネクテッドカーの未来にとって、
衛星接続が不可欠となることを示唆しており、業界の境界線が曖昧になる新しいビジネ
スモデルの台頭を象徴しています。



今後の展望

Geespaceへの商用試験許可は、中国の商業宇宙産業、特に衛星通信分野のさらなる発展
を加速させる重要な触媒となるでしょう。これにより、Geespaceは市場での競争力を高
め、多様な産業に革新的なIoTソリューションを提供することが可能になります。この
成功は、他の中国の民間宇宙企業にも刺激を与え、より多くの民間投資と技術革新を宇
宙分野に引き込むことが期待されます。長期的には、中国は衛星IoTサービスを国家イ
ンフラの一部として統合し、デジタル経済の発展、遠隔地の活性化、そしてグローバル
なサプライチェーンの効率化に貢献することを目指すでしょう。この動きは、世界の衛
星通信市場の競争環境を大きく変え、宇宙と地上の経済が融合する新たな時代の到来を
告げるものです。

元記事: https://www.scmp.com/tech/big-tech/article/3364781/china-clears-geely-landmark-satellite-iot-

test-spur-commercial-space-sector

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.scmp.com/tech/big-tech/article/3364781/china-clears-geely-landmark-satellite-iot-test-spur-commercial-space-sector
https://www.scmp.com/tech/big-tech/article/3364781/china-clears-geely-landmark-satellite-iot-test-spur-commercial-space-sector


#29 NASAの高性能宇宙飛行コンピューティング
（HPSC）プロセッサ、JPL試験で現行チップの500倍高速
性能を達成、宇宙AIの未来を拓く

概要

NASAの高性能宇宙飛行コンピューティング（HPSC）プロセッサが、ジェット推進研

究所（JPL）の試験において、現在の宇宙飛行用耐放射線性チップと比較して500倍の
高速処理性能を実証しました。Microchip Technologyとの共同設計によるこの掌サイ
ズのプロセッサは、大幅な性能向上と優れた耐故障性およびエラー訂正機能を兼ね備

えています。この画期的な進展は、将来の宇宙船がAIを活用して自律的な意思決定を
行い、地球との長距離通信への依存度を大幅に低減する可能性を拓き、深宇宙ミッシ
ョンや月面・火星探査の自律性向上に貢献します。

公開日 2026年08月14日  Space Daily  アメリカ



詳細

主要成果

NASAの高性能宇宙飛行コンピューティング（HPSC）プロセッサが、ジェット推進研究
所（JPL）で行われた厳格な試験において、現在の宇宙飛行に用いられている耐放射線
性チップと比較して500倍という驚異的な高速処理性能を実証しました。この画期的な
成果は、将来の宇宙船におけるAIを活用した自律的な意思決定と、地球との長距離通信
への依存度低減を可能にする上で極めて重要です。

技術詳細

Microchip Technologyと共同で設計されたHPSCプロセッサは、掌サイズのコンパクトな
フォームファクタに、これまでにない処理能力を搭載しています。このプロセッサは、
放射線に耐性を持つよう特別に設計されており、宇宙空間の過酷な環境下でも安定した
動作を保証します。500倍高速な性能は、単に処理速度が速いだけでなく、複雑なAIア
ルゴリズムをオンボードで実行し、リアルタイムでデータを分析し、自律的に状況判断
を下す能力を大幅に向上させます。さらに、HPSCは高度な耐故障性メカニズムとエラ
ー訂正機能を統合しており、放射線イベントやその他の宇宙環境特有の摂動によるデー
タ破損やシステム障害から保護します。これにより、深宇宙探査ミッションのように地
球からのリアルタイム制御が困難な状況下でも、宇宙船が自らの判断でミッションを継
続し、新たな発見を成し遂げる道を開きます。

背景・業界文脈

現代の宇宙ミッションは、膨大な量の科学データを生成し、複雑な運用シナリオに対応
する必要があります。従来の宇宙飛行用コンピューターは、耐放射線性を優先する設計
のため、処理能力が地球上のコンシューマー向けチップに比べて著しく劣っていまし
た。しかし、AI技術の発展と、より自律的なミッションへの要求の高まりに伴い、宇宙
船のオンボードコンピューティング能力の向上は喫緊の課題となっています。NASAの
HPSCプログラムは、このギャップを埋めるために立ち上げられ、次世代の月面・火星
探査、小惑星ミッション、そして深宇宙望遠鏡など、より野心的な科学・探査目標を達
成するための基盤を築きます。この技術は、宇宙探査のあり方を根本的に変え、人間に
よる介入の必要性を減らし、ミッションの効率と成功率を高める可能性を秘めていま
す。



今後の展望

NASA HPSCプロセッサの成功は、宇宙AIと自律システムの進化に大きな弾みをつけるで
しょう。この技術は、将来のアルテミス計画による月面基地の運用や、火星への有人ミ
ッションにおいて、重要な役割を果たすことが期待されます。宇宙船は、地球からの遅
延通信に依存することなく、リアルタイムで環境の変化に対応し、科学的発見の機会を
最大化できるようになります。また、このプロセッサは、地球観測衛星や通信衛星にも
応用され、より高度なオンボードデータ処理とインテリジェンスを提供することで、宇
宙からのサービス品質を向上させるでしょう。HPSCは、単なる高速なチップではな
く、人類の宇宙進出を加速し、宇宙空間での活動の新たなフロンティアを切り拓くため
の、不可欠なステップと言えます。

元記事: https://spacedaily.com/t-nasa-hpsc-processor-500-times-faster-spaceflight-ai/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://spacedaily.com/t-nasa-hpsc-processor-500-times-faster-spaceflight-ai/


#30 科学者、火星・月のレゴリスを農地に転換する菌類利
用の可能性を提示、現地資源利用で長期宇宙居住を支援

概要

科学者たちは、火星や月のレゴリスを、将来の長期宇宙居住ミッションのための農地
に転換する可能性のある菌類利用の研究を進めています。この現地資源利用（ISRU）
または「現地調達」アプローチは、地球から大量の土壌を輸送するコストと複雑さを

軽減または排除することを目的としています。利用可能なレゴリスと特定の有益な菌
類を組み合わせることで、この革新的な方法は、宇宙での食料生産を可能にし、他の
天体における人間の長期的な存在と自給自足を支援する重要な要素となるでしょう。

公開日 2026年08月19日  SciTechDaily  国際



詳細

主要成果

科学者たちは、火星や月のレゴリス（表土）を、将来の長期的な宇宙ミッションにおけ
る食料生産のための農地に転換するために、菌類を利用する可能性を探る研究を進めて
います。この現地資源利用（ISRU）または「現地調達」と呼ばれる革新的なアプローチ
は、地球から大量の土壌や食料を輸送する必要性を大幅に軽減または排除することを目
指しています。

技術・臨床詳細

この研究は、特定の種類の菌類、例えば地衣類や菌根菌などが、極端な環境でも生き残
り、岩石から栄養分を抽出する能力に着目しています。火星や月のレゴリスは、植物の
成長に必要な有機物や窒素が乏しく、過塩素酸塩などの有害物質を含むことがありま
す。しかし、菌類は、これらの厳しい条件下でレゴリス内の鉱物を分解し、植物が吸収
しやすい形に変換する能力を持っています。さらに、一部の菌類は、レゴリス中の有害
物質を無毒化したり、土壌構造を改善して水分の保持能力を高めたりする可能性があり
ます。科学者たちは、これらの菌類をレゴリスと組み合わせて「バイオレゴリス」を作
成し、そこで穀物や野菜などの作物を栽培するプロトコルを開発しています。このアプ
ローチは、植物が健康に育つための栄養循環と土壌生態系を、宇宙空間の限られた資源
で構築することを目指しています。

背景・業界文脈

月や火星への長期的な有人ミッション、さらには恒久的な基地の設立には、宇宙飛行士
の生命維持に必要な食料の自給自足が不可欠です。地球からすべての物資を輸送するこ
とは、極めてコストがかかり、物流上の大きな課題を伴います。そのため、宇宙機関や
商業宇宙企業は、ISRU技術、特に食料生産に利用できる資源を現地で調達する方法を積
極的に模索してきました。今回の菌類を利用したレゴリスの農地化研究は、このISRU戦
略において最も有望なアプローチの一つと見なされています。これは、月面南極での水
氷採掘や、火星での二酸化炭素利用など、他のISRU技術と並行して進められており、複
数のアプローチを組み合わせることで、より堅牢で持続可能な宇宙探査システムが構築
されるでしょう。



今後の展望

菌類を利用した火星・月レゴリスの農地化研究は、初期段階にあるものの、その潜在的
な影響は計り知れません。この技術が実用化されれば、将来の月面基地や火星植民地に
おいて、新鮮な食料を現地で安定的に供給できるようになり、宇宙飛行士の食生活の質
と心理的幸福を向上させることができます。また、地球からの補給ミッションの頻度と
コストを大幅に削減し、宇宙探査をより持続可能で経済的に実現可能なものにするでし
ょう。この研究は、生物学的アプローチが宇宙環境を人類の居住に適したものに変える
可能性を示しており、将来的には、他の天体でのテラフォーミングや、閉鎖生態系にお
ける生命維持技術の発展にも貢献することが期待されます。

元記事: https://scitechdaily.com/scientists-think-fungi-could-turn-martian-dirt-into-farmland/

収集日: 2026年08月21日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://scitechdaily.com/scientists-think-fungi-could-turn-martian-dirt-into-farmland/


#31 中国、嫦娥七号月探査機と長征五号Y14ロケットが文
昌発射場へ移動、月面南極での水氷探査と飛行ロボット試
験へ準備万端

概要

中国の嫦娥七号月探査機とその運搬ロケットである長征五号Y14が、文昌宇宙船発射場

に垂直に移動され、打ち上げに向けた最終準備が整いました。このミッションは、月
の南極地域を主要な探査目標とし、その地形、物質組成、宇宙環境を包括的に研究し
ます。特に注目されるのは、高精度軟着陸、脚式移動、月面ホッピングなどの重要技

術の試験と、初めての飛行ロボットが永久影クレーターで水氷を探索するために太陽
光が当たる場所から飛び跳ねるという革新的な試みです。

公開日 2026年08月19日  CGTN Europe (Facebook)  中国



詳細

主要成果

中国の嫦娥七号月探査機とその大型運搬ロケットである長征五号Y14が、文昌宇宙船発
射場に垂直に移動され、打ち上げに向けた最終準備が完了しました。このミッション
は、月の南極地域を詳細に探査し、その地形、物質組成、そして宇宙環境を総合的に研
究することを目的としています。特に、初の月面飛行ロボットが、永久影クレーター内
の水氷探索のために太陽光が当たる場所から飛び跳ねるという画期的な技術試験が行わ
れます。

技術詳細

嫦娥七号ミッションは、複数のコンポーネントで構成される複雑な探査システムです。
主要な探査機は、月の南極に着陸し、高精度な軟着陸技術と脚式移動技術を用いて、特
定の地点を調査します。さらに、このミッションには、月面を短距離移動できる「月面
ホッピングロボット」が搭載されています。このロボットは、月の太陽光が当たる場所
から、永久影のクレーター内部へと飛び跳ねて進入し、そこで水氷の存在を直接探索し
ます。永久影クレーター内部は、極めて低い温度と光の届かない環境であり、地球から
の遠隔操作は困難を極めます。そのため、ロボットには高度な自律航行および環境認識
能力が求められます。また、長征五号Y14ロケットは、嫦娥七号探査機を月軌道へ投入
する上で不可欠な、中国の最も強力な運搬ロケットであり、その性能と信頼性がミッシ
ョン成功の鍵を握ります。ミッション全体を通じて、月の地形学、地質学的進化、宇宙
風化、および水氷の分布と量に関する貴重なデータが収集される予定です。

背景・業界文脈

月の南極地域は、太陽光がほとんど届かない永久影クレーター内に水氷が豊富に存在す
ると予測されており、将来の月面基地における生命維持システムやロケット推進剤の原
料として極めて重要な資源と見なされています。米国、ヨーロッパ、インドなど、世界
の主要な宇宙開発国も、月の南極へのミッションを計画または実行しており、水氷の探
索と利用は、国際的な宇宙競争の主要な焦点となっています。中国の嫦娥計画は、2000

年代初頭から段階的に進められており、着陸、ローバーによる移動、サンプルリターン
など、着実に成果を上げてきました。嫦娥七号は、これらの実績を基盤として、さらに
高度な技術試験と科学探査を行うことで、中国の月探査技術を世界レベルでリードする
地位に押し上げようとしています。



今後の展望

嫦娥七号ミッションの成功は、中国の月探査計画における大きな節目となるだけでな
く、人類の深宇宙探査の未来に多大な影響を与えるでしょう。特に、月面飛行ロボット
による永久影クレーター内の水氷探索は、ISRU（現地資源利用）技術の実現可能性を大
きく高め、将来の月面基地建設や、月面での持続可能な人間の存在に向けた重要な一歩
となります。また、高精度着陸やホッピング移動といった新技術の実証は、将来の月面
および他の天体探査ミッションの設計に貴重な知見を提供します。このミッションは、
中国が宇宙強国としての地位を確固たるものにし、国際的な宇宙協力と競争の両面にお
いて、その存在感をさらに高めることにつながるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/cgtneuropeofficial/posts/the-change-7-lunar-probe-and-long-
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